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平
成
１６
年
度
通
常
総
会

１
０
０
周
年
記
念
事
業
を
承
認

平
成
１６
年
度
通
常
総
会
が
５
月
１５
日

１４
時
か
ら
東
京

・
麹
町
の
弘
済
会
館
で

開
か
れ
た
。
総
会
に
は
、
会
員
１
２
７

人
が
出
席
し
①
平
成
１５
年
度
事
業
報
告

お
よ
び
収
支
決
算

・
財
産
目
録
の
承
認
、

②
平
成
１６
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
収
支

予
算
の
承
認
、
③
ｌ
０
０
周
年
記
念
事

業
、
④
平
成
１６
年
度
除
籍
者
―
の
件
に

つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
承
認
し
た
。
（事
業
報

告
等
の
詳
細
内
容
は
別
掲
）

■
会
長
あ
い
さ
つ

２
世
紀
に
向
け
ス
タ
ー
ト
切
る

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
平
山
善
吉
会

長
は
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

「こ
の
１
年
間
、
１
０
０
周
年
記
念
事

業
の
企
画

・
立
案
と
実
施
体
制
の
整
備

に
ま
い
進
し
た
。

１０
月
２５
日
に
は
支
部

長
を
交
え
理
事

・
評
議
員
の
合
同
会
議

を
開
い
て
企
画
の
概
要
と
実
施
体
制
を

承
認
し
て
い
た
だ
い
た
。
み
な
さ
ん
に

は
機
関
誌

『山
』
の
１
０
０
周
年
ニ
ュ

ー
ス
で
お
伝
え
し
て
い
る
。
会
の
現
況

を
み
る
と
、
会
員
は
１
年
前
と
比
べ
７２

人
の
減
少
と
な
っ
た
。
平
均
年
齢
は
６４

歳
。
こ
れ
か
ら
は
、
い
っ
そ
う
会
員
の

減
少
と
高
齢
化
が
進
む
。
海
外
と
の
交

流
が
盛
ん
だ
っ
た
。
ネ
パ
ー
ル
、
中
国

の
登
山
協
会
、
ブ
ー
タ
ン
の
観
光
局
な

ど
の
幹
部
を
お
迎
え
し
、
私
自
身
も
中

国
を
訪
問
し
た
。
国
内
で
は
支
部
の
活

動
に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
首
都

圏
で
も
同
期
会
の
同
好
会
へ
の
転
換
が

進
み
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
１

０
０
周
年
を
機
に
二
世
紀
め
に
は
い
る

が
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
方
向
に
進

む
べ
き
な
の
か
。
大
胆
か
つ
迅
速
に
新

し
い
方
向
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り

た
い
と
考
え
て
い
る
」

■
事
業
報
告

・
収
支
決
算

ル
ー
ム
２
０
１
号
室
を
購
入

総
会
に
は
２
４
１
１
の
委
任
状
が
提

出
さ
れ
、
在
籍
者
は
５
８
７
２
人
で
あ

り
、
出
席
者
を
合
わ
せ
る
と
、
会
員
の

３
分
の
１
を
上
回
っ
て
総
会
は
成
立
し

た
。
議
事
録
の
署
名
人
に
は
上
野
美
裕
、

・染
谷
美
佐
子
の
両
会
員
を
選
任
し
た
。

事
業
報
告

・
計
画
は
藤
本
慶
光
総
務

担
当
理
事
、
収
支
決
算

・
予
算
お
よ
び

財
産
目
録
は
橋
本
清
副
会
長
財
務
担
当

が
説
明
し
た
。

〔事
業
報
告
〕
６
月
に
第
５７
回
ウ
ェ
ス

ト
ン
祭
を
開
催
し
た
。
７
月
に
は
同
好

会
連
絡
会
議
を
開
い
た
。
同
期
会
に
対

し
て
か
ね
て
同
好
会
に
転
換
す
る
よ
う

要
請
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
の
同
期
会

が
転
換
し
た
。
９
月
に
青
森
で
行

っ
た

全
国
支
部
懇
談
会
に
は
２
０
０
人
以
上

の
会
員
が
参
加
し
た
。

１０
月
に
堀
田
弥

一
名
誉
会
員
の
講
演
会
を
開
催
し
た
。

連
続
講
演
会

「語
り
継
ぐ
黎
明
期
の
登

山
」
の
第
１
弾
。
同
１０
月
、
自
然
保
護

全
国
集
会
を
岐
阜

。
下
呂
温
泉
で
開
い

た
０
１２
月
７
日
に
は
年
次
晩
餐
会
を
開

催
。
皇
太
子
さ
ま
が
３
年
ぶ
り
に
ご
出

席
さ
れ
た
。
１
月
に
は
イ
ン
ド

・
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
隊
長
と
会
見
、
２
月
に
は
チ

ベ
ッ
ト
登
山
協
会
の
皆
さ
ん
を
囲
む
会
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5月 15日 に開かれた通常総会

を
催
し
た
。
２
月
に
は
中
央
分
水
嶺
踏

査
に
つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
た
。

〔収
支
決
算
等
〕
収
支
決
算
は
、
収
入

が
１
億
１
９
１
１
万
円
と
な
り
、
予
算

を
３
３
５
１
万
円
上
回

っ
た
。
会
費

・

入
会
金
収
入
は
６
８
７
４
万
円
だ

っ
た
。

事
業
収
入
の
な
か
で
、
山
研
収
入
は
夏

の
天
候
不
順
で
利
用
者
が
少
な
く
予
算

を
大
幅
に
下
回
っ
た
。
補
助
金
収
入
２

０
０
万
円
は
高
尾
の
森
づ
く
り
に
対
す

る
国
土
緑
化
推
進
機
構
か
ら
の
助
成
金
。

３
７
５
４
万
円
の
特
定
預
金
取
崩
収
入

は
ル
ー
ム
２
０
１
号
室
購
入
の
た
め

「長
期
計
画
準
備
金
」
を
取
り
崩
し
た

も
の
。

支
出
は
１
億
２
３
０
５
万
円
。
出
版

費
が
会
報

『山
』
７
０
０
号
の
目
録
号

（５０
号
ご
と
に
発
行
）
の
印
刷
費
、
名

簿
の
発
行
、
そ
の
他
管
理
費
が
パ
ソ
コ

ン

・
コ
ピ
ー
機
の
更
新
で
費
用
増
と
な

っ
た
。
租
税
公
課
、
雑
費
の
増
加
は
２

０
１
号
室
購
入
の
た
め
の
仲
介

・
登
記

料
、
消
費
税
な
ど
の
支
払
い
に
よ
る
も

の
。
２
０
１
号
室
購
入
は
、
仲
介
料
な

ど
を
含
め
合
計
３
７
９
５
万
円
と
な
っ

た
。
こ
の
結
果
、
当
期
支
出
合
計
は
予

算
を
３
４
４
７
万
円
上
回
っ
た
。
次
期

繰
越
収
支
差
額
は
８
１
８
万
円
、
期
末

正
味
財
産
合
計
額
は
４
億
１
２
４
８
万

円
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
、
内
田
博
監
事
か
ら

収
支
計
算
書
等
が
正
確

・
妥
当
で
あ
る

こ
と
を
認
め
る
監
査
報
告
が
あ

っ
た
。

■
１６
年
度
事
業
計
画

・
収
支
予
算

全
国
支
部
懇
談
会
は
熊
本
で

〔事
業
計
画
〕
す
で
に
４
月
に
連
続
講

演
会

「語
り
継
ぐ
黎
明
期
の
登
山
」
第

２
弾
と
し
て
渡
辺
兵
力
名
誉
会
員
の
講

演
会
を
実
施
、
６
月
６
日
に
は
ウ
ェ
ス

ト
ン
祭
を
上
高
地
で
行
う
。
９
月
１０
～

１２
日
に
は
自
然
保
護
全
国
集
会
を
上
高

地
で
開
催
す
る
。
こ
と
し
は
、
松
方
三

郎
氏
の
提
唱
で
自
然
保
護
の
活
動
を
始

め
て
か
ら
４０
年
目
を
迎
え
る
。

１０
月
２
、

３
日
に
は
全
国
支
部
懇
談
会
を
熊
本
で

開
催
す
る
。
年
次
晩
餐
会
は
１２
月
４
日

に
行
う
。
自
然
保
護
委
員
会
に
よ
る
自

然
の
森
づ
く
り
は
、
高
尾
、
自
神
に
続

き
東
海
支
部
も
県
有
林
で
開
始
す
る
。

〔収
支
予
算
〕
こ
れ
ら
に
対
す
る
予
算

は
、
収
入
を
９
２
０
４
万
円
と
し
た
。

前
年
度
予
算
に
比
べ
６
４
５
万
円
の
増

加
。
こ
れ
に
は

「長
期
計
画
準
備
金
」

預
金
の
取
り
崩
し
１
０
０
０
万
円
が
含

ま
れ
て
い
る
。
新
入
会
員
は
１
９
２
人

と
見
込
ん
だ
。
支
出
は
、
前
年
度
比
９

８
２
万
円
増
の
９
８
４
０
万
円
。
「創

立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
特
別
会
計
」

に
１
０
０
０
万
円
を
支
出
す
る
こ
と
が

大
き
い
。
山
研
の
運
営
費
は
運
営
費
と

管
理
費
に
分
け
て
計
上
す
る
こ
と
に
し

た
。
通
常
管
理
費
は
極
力
抑
え
た
が
、

ル
ー
ム
の
拡
張
、
パ
ソ
コ
ン

・
コ
ピ
ー

機
の
更
新
な
ど
で
経
費
が
膨
ら
む
。
収

支
は
６
３
６
万
円
の
マ
イ
ナ
ス
。

■
１
０
０
周
年
記
念
事
業

ブ
ロ
ッ
ク
こ
と
に
記
念
式
典

続
い
て
３
号
議
案
。
１
０
０
周
年
記

念
事
業
に
つ
い
て
。
平
林
克
敏
副
会
長

が

「記
念
事
業
」
、
芳
賀
孝
郎
副
会
長

が

「募
金
」
、
ま
た
橋
本
副
会
長
が
「財

政
」
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

〔記
念
事
業
〕
「百
年
史
」
の
編
纂
は
順

調
に
進
ん
で
お
り
２
０
０
６
年
６
月
ま

で
に
完
成
す
る
だ
ろ
う
。
英
文
ジ
ャ
ー

ナ
ル
も
内
容
を
つ
め
て
い
る
。
１
５
０

０
部
を
予
定
し
海
外
に
配
布
し
た
い
。

『新
日
本
山
嶽
誌
』
も
同
年
８
月
に
完

成
の
予
定
。

記
念
登
山
は
、
海
外
の
登
山
と
海
外

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
そ
れ
に
国
内
の
中
央

分
水
嶺
踏
査
に
分
か
れ
て
進
め
て
い
る
。

中
央
分
水
嶺
の
踏
査
は
来
年
中
に
８
～

９
割
を
終
え
、
再
来
年
５
月
に
完
全
踏

査
、
報
告
書
の
作
成
に
移
る
。

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
各
支
部
な
い

し
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
き
た
い
。
「新
し

い
世
紀
と
自
然
」
と
か

「世
界
の
探
検

と
日
本
と
の
か
か
わ
り
」
な
ど
の
テ
ー

マ
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
２

０
０
６
年
は
、
日
本
山
岳
会
が
マ
ナ
ス

ル
に
初
登
頂
し
て
か
ら
５０
年
と
な
る
。

ネ
パ
ー
ル
な
ど
か
ら
記
念
事
業
の
申
し

入
れ
が
あ
る
。
委
員
会
を
つ
く
っ
て
検

討
し
た
い
。

式
典
は
総
合
式
典
を
東
京
で
開
く
ほ

か
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
実
施
す
る
。
北
海
道
、

東
北
、
北
陸
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
計
画

が
固
ま
り
つ
つ
あ
る
。

〔記
念
募
金
〕

一
般
会
員
か
ら
３
か
年

に
わ
た
っ
て
年
３
０
０
０
円
ず
つ
募
金

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
実
績
は
３
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月
末
で
６
５
０
万
円
に
と
ど
ま
る
。
募

金
し
て
い
た
だ
い
た
人
は
２
１
６
０
人
。

全
会
員
の
３６
％
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
そ

こ
で
、
募
金
の
た
め
の
組
織
を
つ
く
っ

て
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
支

部
は
支
部
で
も

っ
て
、
首
都
圏
は
都

・

県
ご
と
に
、
さ
ら
に
同
好
会

・
委
員
会

を
単
位
に
責
任
を
持

っ
て
集
め
る
よ
う

に
お
願
い
す
る
。
会
長

・
副
会
長
、
理

事
に
は
、
経
験
者
を
含
め
て
そ
れ
ぞ
れ

に
応
分
の
負
担
を
お
願
い
す
る
考
え
だ
。

有
力
企
業
や
大
学
山
岳
部
な
ど
か
ら
も

募
り
た
い
。
法
人
か
ら
の
募
金
は
３
５

０
０
～
４
５
０
０
万
円
を
目
標
に
す
る
。

３
万
円
以
上
の
募
金
に
対
し
て
免
税
措

置
を
申
請
中
だ
。

〔財
政
〕
総
額
８
５
０
０
万
円
で
動
き

始
め
て
い
る
。
今
年
度
と
来
年
度
に
長

期
計
画
準
備
金
を
１
０
０
０
万
円
ず
つ

計
２
０
０
０
万
円
取
り
崩
す
。
日
本
山

岳
会
の
財
政
は
き
つ
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
で
き
る
か
ぎ
り
通
常
の
財
政
か
ら

独
立
さ
せ
た
い
が
、
「百
年
史
」
の
制

作
に
２
０
０
０
万
円
か
か
る
こ
と
も
あ

り
、
や
む
を
え
な
い
。

大
き
な
支
出
は
式
典
の
開
催
だ
。
総

合
式
典
の
ほ
か
８
～
９
ブ
ロ
ッ
ク
で
行

う
。
こ
の
ほ
か

「百
年
史
」
の
刊
行
を

は
じ
め
英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
発
行
、
記

念
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
自
然
の
森
づ
く
り
、

海
外
登
山
、
中
央
分
水
嶺
の
踏
査
な
ど
。

■
１６
年
度
除
籍
対
象
者

会
費
納
入
に
協
力
を

４
号
議
案
は
除
籍
対
象
者
の
件
。

４８

人
が
対
象
と
な
っ
た
。
会
費
を
３
年
間

滞
納
し
た
人
は
除
籍
の
対
象
と
な
る
。

知
人
に
声
を
か
け
会
費
を
納
め
て
留
ま

る
よ
う
説
得
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
請

が
あ

っ
た
。

■
質
疑
応
答

「百
年
史
」を
読
み
や
す
い
形
に

南
川
金

一
会
員

（９
４
７
５
）
『山
岳
』

復
刻
版
を
出
版
す
る
た
め
の
謝
礼
金
を

ア
テ
ネ
書
房
は
支
払

っ
て
い
る
か
。
出

版
社
か
ら
提
案
し
た
話
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
残
念
だ
。
復
刻
版
の
出
来
ば
え
は

よ
く
な
い
。
こ
う
し
た
話
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は
業
者
の
選
定
を
含
め
て
し

っ
か
り
対
処
し
て
ほ
し
い
。

橋
本
副
会
長
　
約
束
し
た
金
額
の

一
部

と
し
て
４
月
に
２０
万
円
が
入
金
し
て
い

る
。
残
金
を
早
急
に
支
払
う
よ
う
求
め

て
い
き
た
い
。

石
田
稔
郎
会
員

（６
０
６
５
）
　

年
次

晩
餐
会
で
出
さ
れ
る
料
理
の
質
が
年
々

落
ち
て
き
て
い
る
。
来
年
か
ら
も
う
少

し
よ
く
な
る
よ
う
ホ
テ
ル
側
と
交
渉
し

て
ほ
し
い
。

柴
田
篤
志
会
員

（４
９
３
２
）
　

中
央

分
水
嶺
踏
査
に
か
か
わ
る
経
費
は
個
人

の
持
ち
出
し
と
な
る
の
か
。

橋
本
副
会
長

・
藤
本
理
事
　
す
で
に
Ｇ

Ｐ
Ｓ
を
３０
台
購
入
し
た
。
本
部
で
負
担

す
る
の
は
、
こ
の
ほ
か
打
ち
合
わ
せ
費
、

報
告
書
作
成
費
な
ど
だ
。
予
算
は
お
よ

そ
４
０
０
万
円
。
交
通
費
な
ど
は
現
地

の
負
担
と
な
る
。
基
本
的
に
は
個
人
の

負
担
だ
。

江
本
嘉
伸
会
員

（８
６
３
７
）
　

な
ぜ

「百
年
史
」
が
２
０
０
０
万
円
も
か
か

る
の
か
。
あ
す
に
向
か
っ
て
の
お
カ
ネ

な
ら
と
も
か
く
、
再
検
討
す
べ
き
だ
。

冊
子
は
全
員
に
配
布
す
る
の
か
。

松
田
雄

丁
百
年
史
刊
行
委
員
長
　
『山

岳
』
２
冊
分
ぐ
ら
い
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
に

な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
制
作
費
や
送
料
が

か
か
る
。
そ
れ
に
集
め
た
資
料
を
き
ち

ん
と
残
し
て
お
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

海
外
登
山
の
た
め
の
資
料
な
ど
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
し
て
将
来
役
に
立
つ
よ
う

に
し
た
い
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
の
費

用
が
か
か
る
。

江
本
会
員
　
資
料
を
整
理
し
て
残
す
こ

と
は
意
義
深
い
こ
と
だ
が
、
会
員
に
配

布
す
る

「百
年
史
」
は
面
白
く
読
む
こ

と
の
で
き
る
、
た
と
え
ば
新
書
版
の
よ

う
な
も
の
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
う
え
で
、
時
間
を
か
け
て
資
料
を
整

理
し
新
し
い
時
代
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
媒
体

で
保
存
す
れ
ば
よ
い
。

松
田
委
員
長

　

「百
年
史
」
の
通
史
は

エ
ッ
セ
ン
ス
と
し
て
、
で
き
る
か
ぎ
り

読
み
や
す
い
よ
う
に
し
た
い
が
、
付
属

す
る
デ
ー
タ
の
ほ
う
は
簡
単
に
は
い
か

な
い
。
す
べ
て
を
冊
子
に
盛
り
込
む
わ

け
で
な
く
、
別
途
ま
と
め
て
残
し
た
い

と
考
え
て
は
い
る
が
、

１０
年
来
や
っ
て

き
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
当
初
の
基

本
方
針
に
沿

っ
て
や
っ
て
い
る
。
冊
子

は
全
員
に
配
布
し
た
い
。
最
後
の
段
階

で
ど
の
よ
う
な
形
に
す
る
か
、
を
考
え

て
い
け
ば
い
い
と
思
う
。

中
村
保

ｏ
英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル
刊
行
委
員

長

　

『ジ

ャ
パ

ニ
ー
ズ

・
ア
ル
パ
イ

ン

・
ニ
ュ
ー
ス
』
記
念
号
は
、
た
ん
に

英
文

「百
年
史
」
を
つ
く
る
の
で
は
な

く
、
日
本
の
登
山

・
山
岳
文
化
を
含
め
、

日
本
の
山
に
関
す
る
１
０
０
年
を
と
り

あ
げ
た
内
容
に
し
た
い
。
出
版
は
２
０

０
６
年
５
月
ご
ろ
に
な
る
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
い
た
。

山
田
二
郎
名
誉
会
員
が
音
頭
を
と
っ
て

乾
杯
し
和
や
か
な
歓
談
を
続
け
た
。

（文

・
高
橋
重
之
、
写
真

・
今
村
千
秋
）
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山 709-200406020(第二種郵便物認可)

1月 30日

2月 5日

2月 6～ 8日

2月 7～ 9日

2月 10日

2月 13日

2月 20日

2月 21日

2月 21～22日

2月 21～22日

2月 29日

3月 27日

3月 27日

3月 28日

3月 29日

東京ガープンパレス

講演会「サティア・ブラダ・ダム氏を囲んで」(青年。海外)本 会

ポカラ国際山岳博物館 (IMM)開所式 (海外)

懇親スキー山行 (事業)         志賀高原

第2回 「雪を知る」雪崩講習会 (指導)

アイスクライミング研修会 (指導・青年 。学生)八 ヶ岳

第32回山岳史懇談会 (図書)         本会

「チベット登山協会の皆さんを囲む会」(海外)新宿中村屋

シンポジウム「中央分水嶺踏査について」(科学)

グリーンホテル水道橋

支部事務局担当者会議 (総務)     ″

日山協海外登山研究会 (海外)八 王子セミナーハウス

講演会「新しい高山病の考え」(医療)     本会

自然観察山行 (自 然保護)         高尾山

中村保氏を囲む会 (海外)      国際文化会館

大学山岳部監督会議 (学生)       法政大学

新人勧誘対策 。後期納会 (学生)

(社)日本山岳会 平成15年度事業報告
平成15年4月 1日 ～平成16年 3月 31日

1.登山の指導と奨励に必要な集会、研修会、講演会、展覧会、およ

びシンポジウムの開催

4月 10日   学生部総会 (学生)             本会

4月 12～ 13日  新入部員歓迎会 (学生)          奥多摩

4月 13日   「高尾の森づくり」植樹祭 (自 然保護)    高尾山

4月 20～5月 14日 カングリ・シャール支援 トレッキング (事業)

エヴェレスト街道

4月 28日   講演会「東カラコルム登山隊報告」(海外)   本会

4月 28日   山研開所 (山研)             上高地

5月 15日   講演会「南の塩の道について」(科学)     本会

5月 16日   支部長懇談会 (総務)       グリーンホテル

5月 17日   支部長会議 (総務)            ″

5月 17日    通常総会 (総務)             ″

5月 31～ 6月 1日 第23回 日本登山医学シンポジウム (医療)   東京

5月 31～ 6月 1日 新入会員のための「徳本峠越えとウェストン祭」(山研)

上高地

6月 1日    第57回ウェストン祭 (信濃支部)       ″

6月 5～ 8日  若葉山行 山菜探索 (事業) 月山・湯殿山・羽黒山

6月 7～ 8日   探索山行「南の塩の道と熊伏山を訪ねて」(科学)熊伏山

7月 3日    講演会「夏の山の気象」(科学)        本会

7月 4～ 5日  全国山岳遭難対策協議会への出席 (指導)  滋賀県

7月 5～ 6日  沢登り集会 (学生)            東丹沢

7月 14日   同好会連絡会議 (総務)           本会

7月 25～ 27日 救急法講演会 (指導)           白馬岳

8月 16～ 18日 親子で登る北アルプス 雪渓と岩と高山植物に親しむ (事業)

立山・剣

8月 22～ 24日  フォーラムIN 武田久吉を考えるシンポジウム (自然保護)

尾瀬桧枝岐

9月 5日    ビールパーティ (総務)           本会

9月 5～ 7日  紅葉山行下見 (事業)        剣山 。石鎚山

9月 6日    名誉会員を囲む会 (総務)          本会

9月 12日   第10回古道を歩く (図書)      富士山吉田口

9月 13～ 14日  第20回全国支部懇談会 (青森支部)    十和田湖

9月 19日   倉」立100周年拡大実行委員会          本部

9月 20～21日 オータムコンサート (山研)        上高地

9月 25日   登山報告会、講演会「アンナプルナ南壁」(青年)本会

10月 2日    ブータン国、観光局長、次長と会見  メトロポリタンホテル

10月 10日   第12回 山を語る (図書)          ″

10月 16日   講演会「堀田弥一名誉会員」(資料・映像)東京体育館

10月 16日   講演会「衛星通信を利用した登山位置画像伝送システムについて」(科学)

本会

10月 18～ 19日  小川山集会 (学生)            小川山

10月 10～ 13日  紅葉山行 四国の最高峰を目指す (事業)石鎚山～剣山

10月 11～ 13日  自然保護全国集会 (自 然保護)    岐阜下呂温泉

10月 18日   新入会員オリエンテーション (総務)     本会

10月 18日   虹芝寮集会 (青年)            谷川岳

10月 25日   理事会、評議員会、支部長会合同会議   損保会館

10月 25日   第7回全国山岳博物館会議 (資料 。映像)    本会

10月 31日   講演会「西域探検とグレートゲーム」(海外)学習院記念会館

11月 7日   山研閉所 (山研)             上高地

11月 15日   中国登山協会を訪問 (会長)         北京

11月 16日   マラソン大会 (学生)          皇居外苑

11月 27日   講演会「称名滝ワンプッシュでの登攀」(青年) 本会

11月 28～ 30日 雪上訓練 (事業)             富士山

12月 6日   支部長会議 (総務)     新高輪プリンスホテル

12月 6日   年次晩餐会 (総務)          ″

12月 6日   深田久弥山の著作展 (図書)      ″

12月 7日   年次晩餐会記念山行 (事業)        高尾山

12月 10日   倉」立100周年記念事業委員会          本部

12月 20日   自然観察山行 (自 然保護)         奥多摩

12月 30～ 1月 4日 年末年始山研自然観察会 (山研)      上高地

1月 13日   自然観察会下見 (自 然保護)         秩父

1月 24日    インド、エヴェレスト登山隊長、サティア・ブラダ・ダム氏と会見

本部

1月 24日   講演会「噛み合わせと健康と二足歩行と」(医療)

2.登山施設の運用、その他登山のための適切な事業
*上高地山岳研究所の運用
*受入れ資料保管
*各博物館、美術館との提携強化
*海外遠征の記録、会合、行事等の記録、フィルムのビデオテープ

化による保存

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導
*7月 全国山岳遭難対策協議会への出席 (滋賀県)

*通年 日山協 0労山・都岳連との合同調査活動

4.自然保護活動の推進
*山の自然環境保全のための政策提言、意見書の提出
*自然保護委員会会報「木の目草の芽」隔月刊行
*自然保護委員会による「高尾の森づくり」

5.機関誌等の発行
*『山岳』第98年 (2003年 )の発行
*会報695号 ～706号の発行
*イ ンターネット・ホームページの更新

*海外向英文誌 町apanese Apine News』 No。4発行

*青年部会報『きりぎりす』発行
*会員名簿 (2003)発 行

6.国内および外国山岳団体との情報交換
*国内関係団体 (日 本山岳協会 。東京都山岳連盟 0日 本ネパール協

会 0日 本ヒマラヤ協会・HAT一J。 その他)との連絡

*海外登山団体との機関誌の交換および情報誌の購入

7.海外登山等
*未踏峰カングリ0シ ャール シニア登山隊

*冬期ローツェ南壁登山隊2003(創立100周年記念登山 。東海支部)

*ツ ゥイ・カンリ登山偵察隊 (創立100周年記念登山・関西支部)

8。 100周年記念事業の計画推進
*創立100周年記念事業委員会他、下部組織を編成

*中央分水嶺踏査着手
*長期目標委員会検討開始
*会員募金開始
*会報『山』に「100周年ニュース」を掲載
*募金委員会開催
*百年史の編集
*『新日本山嶽誌』の編集

9。 その他目的を達成するために必要な事業
*山岳図書の整備
*山研ミニ水力発電装置稼動運営
*海外登山基金による助成
*第 6回秩父宮記念山岳賞の授与
*その他

(4)



山 709-200406・ 20(第二種郵便物認可)

振替手数料

福利厚生費

事務所管理費

その他管理費

負担金

退職金

賃借料

雑費

流動資産

現金

振替貯金

普通預金

定期預金

未収会費

棚卸資産

流動資産合計

800,000

300,000

970,000

2,800,000

80,000

0

5,700,000

900,000

667,402

231,940

966,799

3,292,627

60,000

0

5,688,000

2,324,948

132,598

68,060

3,201

-492,627

20,000

0

12,000

-1,424,948

(注)1 ルーム201号室購入支出¥36,000,000

正昧財産増減計算書
平成15年4月 1日 から平成16年3月 31日 まで

貸 僣 対 照 表
平成16年 3月 31日 現在

3 固定資産取得支出

土地購入支出

建物建設購入支出

什器備品購入支出

固定資産取得支出計

27,344,955

8,655,045

0

36,000,000

-27,344,955

-8,655,045

0

-36,000,000

注

注

4 特定預金支出

長期計画積立金支出

秩父宮記念賞基金支出

海外登山基金支出

終身会費積立金支出

退職給与引当預金支出

特定預金支出計

1,000,000

1,000,000

288,000

288,000

1,000,000

-288,000

712,000

1.500.000

5 予備費

予備費 1,500,000

88,580,000 123,055,401 -34,475,401

-2,985,000 -3,944,597 959,597

当期支出合計 (C)

当期収支差額(A)一 (C)

次期繰越収支差額(B)一 (C) 9,146,211 8,186,614 959,597

科    目 金   額

I 増加の部

1 資産増加額

終身会費積立金

建物建設購入

土地購入

2 負債減少額

増加額合計

Ⅱ 減少の部

1 資産減少額

当期収支差額

棚卸資産

長期計画準備金

2 負債増加額

減少額合計

当期正味財産減少額

前期繰越正味財産額

期末正味財産合計額

288,000

8,655,045

27,344,955 36,288,000

36,288,000

42,067,499

3,944,597

575,902

37,547,000 42,067,499

0

5,779,499

418,269,222

412,489,723

科   目 金

135,700

834,182

1,679,213

0

5,796,000

10,324,747

(5)

74,957

収 支 計 算 書
平成15年 4月 1日 から平成16年3月 31日 まで

(注)1「社団法人国土緑化推進機構」助成金¥2,000,000

(注)2「長期計画準備金」預金取崩し  ¥37,547,000

2 管理費

給料手当

文具消耗品費

印刷製本費

旅費交通費

通信運搬費

火災保険料

修繕費

租税公課

光熱水料費

電話料

会議費

什器備品費

12,400,000

450,000

1,100,000

800,000

1,200,000

320,000

100,000

480,000

800,000

500,000

180,000

100,000

1,290,717

742,897

963,032

-530,150

239,980

-190,717

221,410

457,103

113,810

-96,150

-483,032

123,372

114,390

105,043

-80,390

科    目 予算額 決算額 差 異 備考

I 収入の部

1 基本財産運用収入

基本財産利息収入 5。000 3.211 1.789

2 会費・入会金収入

入会金収入

復活入会金収入

通常会費収入

終身会費収入

会費・入会金収入計

4,000,000

0

67,000,000

0

711000,000

3,660,000

80,000

64,721,000

288,000

68,7491000

340,000

-80,000

2,279,000

-288,000

2.251。 000

3 事業収入

広告料収入

印税収入

刊行物売上収入

山研使用料収入

その他事業収入

事業収入計

2,900,000

10,000

300,000

3,500,000

4,500,000

11,210,000

3,205,950

0

322,115

2,494,367

3,892,791

9,915,223

-305,950

10,000

-22,115

1,005,633

607,209

1,294,777

4 補助金等収入

補助金収入 2,000,000 -2,000,000 (注 )1

5 寄付金収入

寄付金収入

募金収入

寄付金収入計

0

0

0

6 雑収入

受取利息

雑収入

雑収入計

80,000

800,000

880.000

27,053

869,317

896.370

52,947

-69,317

-16.370

7 特定預金取崩収入

当期収入合計 (A)

前期繰越収支差額

収 入 合 計 (B)

2,500,000

85,595,000

12,131,211

37,547,000

119,110,804

12,131,211

-35,047,000

-33,515,804

0

(注 )2

97,726,211 131,242,015 -33,515,804

科    目 予算額 決算額 差 異 備考

Ⅱ 支出の部

1 事業費

出版費

図書管理費

調査研究費

指導費

支部関係費

海外諸関係費

海外登山補助費

山岳研究所運営費

その他事業費

印刷・製本費

刊行物発送費

事業費計

12,000,000

400,000

3,480,000

2,070,000

12,000,000

500,000

1,600,000

6,600,000

9,850,000

2,300,000

5,300,000

56,100,000

12,492,352

184,911

2,793,846

1,986,333

11,382,923

180,558

1,600,000

5,974,283

8,870,733

3,441,956

6,192,459

55,100,354

-492,352

215,089

686,154

83,667

617,077

319,442

0

625,717

979,267

-1,141,956

-892,459

999,646

0

0

0

(

(

(



山 709-2004・ 6・ 20(第二種郵便物認可)

4.固定資産の取得価格、減価償却累計額および当期末残高は、次のとおりである。

財 産 目 録
平成16年3月 31日 現在

1 流動資産

現金預金

現  金

現金手許有高

振替貯金

千代田四番町郵便局

普通預金

りそな銀行市ヶ谷支店

東京三菱銀行市ヶ谷支店

中央三井信託銀行本店

みずほ銀行市ヶ谷支店

三井住友銀行飯田橋支店

UFJ銀行新宿支店

通常貯金

千代田四番町郵便局

未収会費 483名
棚卸資産 (注)1

流動資産合計

2 固定資産

(1)基本財産

貸付信託

中央三井信託銀行

基本財産合計

(2)そ の他の固定資産 (注)2
土  地

建  物

敷  金

什器備品

長期計画準備金

(定期預金 千代田四番町郵便局)

(定期預金東京三菱市ヶ谷)

(普通預金東京三菱市ヶ谷)

(普通預金みずほ市ヶ谷駅前)

秩父宮記念基金

(定期預金 UFJ新宿)

終身会費積立金

(定期預金 みずほ市ヶ谷)

海外登山基金

(普通預金 りそな市ヶ谷)

(定期預金 三井住友飯田橋)

(普通預金 みずほ市ヶ谷駅前)

退職引当預金

(定期預金 みずほ市ヶ谷)

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

前受会費

平成15年度会費 13名 分

預り金

職員に対する源泉所得税その他

流動負債合計

2 固定負債

退職給与引当金

科   目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高

建    物

什 器 備 品

153,078,045

9,584,982

153,078,045

9,584,982

合 計 162,663,027 162,663,027

科   E

135,700

834,182

1,020,416

342,865

293,591

3,583

11,280

3,609

3,869

5,796,000

1,879,652

8,000,000

8,000,000

73,642,125

153,078,045

840,000

9,584,982

5,043,000

18,003,644

6,200,000

800,000

15,000,000

18,632,000

33,600,000

30,000,000

30,000,000

4,691,620

399.115。 416

10,324,747

156,000

102,820

4,691,620

258,820

8.000.000

73,642,125

153,078,045

840,000

9,584,982

30,046,644

15,000,000

18,632,000

93,600,000

4,691,620

399。 115。416

156,000

102.820

4,691,620

258,820

4,950,440

412,489,723

(8,000,000)

(5,779,499)

417,440,163

2 固定資産

基本財産

貸付信託

基本財産合計

その他の固定資産

土地

建物

敷金

什器備品

長期計画準備金

秩父宮記念基金

終身会費積立金

海外登山基金

退職引当預金

その他の固定資産合計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

1 流動負債

前受会費

預り金

流動負債合計

2 固定負債

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部

正味財産

(う ち基本金)

(う ち当期正味財産減少額)

負債および正味財産合計

計算書類に対する注記

1.重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準および評価方法について

基本財産の貸付信託は、総平均法による原価基準を採用して

いる。

(2)固定資産の減価償却について

建物および什器備品の減価償却は行っていない。

(3)引当金の計上基準について

退職給与引当金は期末退職給与の要支給額の95%に相当する

額を計上している。

(4)資金の範囲について

資金の範囲には、現金預金、未収会費、前受会費および預り

金を含めている。

なお、前期末および当期末残高は、下記3に記載のとおりである。

2.基本財産の増減額および残高は、次のとおりである。

3.次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。

科   目 前期末残高 当期増加 当期減少 当期末残高

貸付信託

(中央三井信託銀行)

8,000,000 8,000,000

合計 (基本金) 8,000,000 8,000,000

科   目 前期末残高 当期末残高 備 考

現 金 預 金

その他 預 金

未 収 会 費

合    計

前 受 会 費

預  り 金

合    計

7,157,081

9,690

5,208,000

2,649,095

339

5,796,000

12,374,771 8,445,434

144,000

99,560

156,000

102,820

243,560 258,820

次期繰越収支差額 12,131,211 8,186,614

(6)



山 709-200406020(第二種郵便物認可)

鳥 (カ ット原画)

メール ドグラス

モンブラン

カンチェンジュンガ
ユングフラウ

ヤ固沼より北穂高

槍ヶ岳初夏
カンチェンジュンガ

北穂高滝谷

或朝の槍ヶ岳

北穂高主峰

槍ヶ岳
タンボチェの僧院
シェルパニの親子

冬の山 (清太山)

梓川秋色

早朝の上高地山岳研究所

旧上高地山岳研究所

焼岳秋趣

ナムチャバルワ峰暮色

白馬雪田

上高地秋景
マチャプチャレ

朝霧

白樺の林

麓春
ヒマラヤダージリンにて

タムセルク

安曇野の春
ヒマラヤの古都
アルバータ

ケルン

山

アルバータとピッケル

題名不詳 24枚
題名不詳 8枚
題名不詳 12枚
スケッチブック
ロンブクよリエベレスト

白馬残照

穂高連峰

安曇野と常念岳

尾瀬と隧ヶ岳

谷川岳
シダンゴ山 晩秋

檜洞丸山荘

世界の名山36峰ペン画集

墨絵
エッチング
エッチング
エッチング

油

水彩-6
油-10
パステル

油-25
油-25
油-25
油一P8

水彩-4
水彩-4
墨絵

油-12
版画-8
水彩-10
版画-8
油-10
日本画

油-20
油-20
水彩-8
油-6
油―P50

油一F4

油-30
油-30
油-30
油-6
油-6
油-6
水彩

油-10
油-6
水彩
32冊

版画

版画

版画

版画

版画

版画

版画

版画

〈ム
〈ム

本

本

石井 鶴三

〈ム
〈ム
〈ム

本

本

本

松本ア

シュラーギントワイト本 会

寿男

寿男

清太郎

千代二

源一郎

源一郎

源一郎

源一郎

松本ア

松本ア

松本ア

本 会

本 会

本 会

上高地山岳研究所

上高地山岳研究所

伯者国山岳美術館

伯者国山岳美術館

本 会

上高地山岳研究所

吉

吉

男

男

男

俊

夫

霞

男

　

夫

之

雄

香

　

男

恒

恒

茂

三

敏

敏

正

忠

晩

三

清

英

猪

辰

春

清

三

里

里

村

崎

立

立

立

立

野

野

藤

藤

田

田

木

原

山

藤

井

智

木

員

野

井

藤

山

山

中

矢

足

足

足

足

清

清

近

後

松

松

鈴

神

丸

後

武

越

茨

倉

上

武

後

松本ア

〈ム
〈ム
〈ム
〈ム

本

本

本

本

藤江 幾太郎
レオン・アマン

金光 義朗

辰沼 広吉
カナダ山岳会

伯者国山岳美術館

本 会

松本アルプス山岳館

本 会

本 会

上高地山岳研究所

本 会

本 会

本 会

本 会

本 会

本 会

大町山岳博物館
△ム
△〓
△ム
〈ム
〈ム
△〓
〈ム

本

本

本

本

本

本

本

士
口
士
口
士
口
士
口

”ル

之

之

之

之

べ

俊

望

望

望

望

俊

俊

猪

猪

猪

猪

マ

正

真

真

真

真

正

正

木

木

木

木

。
木

暮

暮

暮

暮

木

木

茨

茨

茨

茨

Ｈ

鈴

小

小

小

小

鈴

鈴

ペ ン

(他の絵画,写真 省略)

2.図 書

3.フ ィルム・ビデオ

社団法人 日本山岳会 平成15年度の収支計算書、正味財産増減計

算書、貸借対照表、および財産目録を監査し、正確妥当なことを

認めます。

社団法人 日 本 山 岳 会

博

英 夫

田

力

内

一

事

事

監

監

圭
日
圭
日

和

洋

平成15年度受入冊数 114冊
平成15年度受入冊数  25冊

蔵書計

蔵書計

10,980冊

3,702冊

フィルム

ビデオ

15点

272月ヨ、

「マナスルに立つ」 他
「映像史 ヒマラヤヘの道」 他

平成16年 4月 15日

(7)

本 会

固定負債合計

負債合計

(注)1 棚卸資産内訳

(注)2 その他固定資産内訳
1。 建物および土地

2.什器備品

財産目録記載外のその他物品リスト(主として受贈益)

1.絵 画

油一A50
富士山麓

田代池の自樺

群猿

伊豆半島

針の木峠より

徳本峠から穂高連峰

初冬の両神山

油一A25

油変形-6
墨絵

油-10
油-10
墨絵

油-10

中村 清太郎

茨木 猪之吉

中村 清太郎

石井 鶴三

茨木 猪之吉

茨木 猪之吉

石田 吟松

茨木 猪之吉

大町山岳博物館

本 会

本 会

本 会

種   類 摘   要 金  額

千リ 行 物

服飾品。その他

「山岳」総索引,「山岳」覆刻版 等

等クラブタイ.タ イ|ト

968,756

910。 8963

合   計 1,879,652

構造

計

4

鉄筋コンクリー ト造、陸屋根、地下1階付
5階建

(事務所)区 分所有建物1階部分 103.32ピ

宅地持分 1,124.56ぽ ×339/10,000

==38。 122584rゴ

(図書室)区 分所有建物1階部分 55。22ぽ

宅地持分 1,124.56ぽ ×176/10,000

==19.79225611ぽ

158.54ぽ   宅地持分 57.914840m2

(201号室)区分所有建物2階部分 74.68ボ

宅地持分 1,124.56ぽ × 486/20,000

==27.326808 rn2

計 233.32ポ 85。 241648 rn2

場所 長野県南安曇郡安曇村4469番 地1

構造 木造2階建地下1階 (一部コンクリー ト造)

1棟  274.09ボ 118.000.000

合 計 226.720。 170

品    名 取得年月日 取得価格 所 在

書庫内移動書架一式 コンパックル

閲覧用テーブル (木製2台 )

ライティングビューロー(木製)

フィルム収納キャビネット(スチール製)

書棚 (木製2段 )

16mm映写機 lGCL(MO)
木製書架ガラス戸付 (2台 )

シャープ液晶ビジョンー式

世界対応V「R 001 NWV
小型気象ファクシミリ JAX,9
ナショナル冷凍冷蔵庫
NR-041VP2-H

ナショナル29インチテレビ

TH-29VS35
ナショナルBS付ビデオ HV―BS50S
ミニ水力発電装置
シャープノートパソコン PC―MJ700R

05.03。 20

S53.02.10

53.09.28

54.06.23

56.08.08

56.12.22

61.05。 13

62.09。 24

1‐102.07.19

04.05.11

04.10.19

05.03.20

05.03.20

11.11.30

13.02.28

250,000

1,500,000

250,000

280,300

254,000

500,000

156,000

700,000

587,932

250,000

320,000

280,000

250,000

3,816,750

190.000

図書室

図書室

事務所

事務所

図書室

事務所

図書室

事務所

事務所

事務所

山 研

山 研

山 研

山 研
事務所

合 計 9.584。 982

題  名 種類・号数 作 者 名 掲載

108.720。 170
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9月      第13回 山を語る (図書)

9月      講演会 (海外)

9月      中央分水嶺登山 (科学)

9月      小川山集会 (学生部)

9月      大学山岳部監督会議 (指導 0学生部)

10月 2～ 3日   全国支部懇談会 (熊本支部)         熊本

10月 8～ 11日  紅葉山行 (事業)        イ白者大山・三瓶山

10月 16日   新入会員オリエンテーション (総務)     本会

10月 16～ 17日  虹芝寮集会 (青年部)

10月 22日   マナスル登山隊2005結団式 (事業)

10月     第8回全国山岳博物館連絡会議 (資料・映像)

10月     第3回連続講演会 (資料・映像)    東京体育館

10月     講演会「世界の山と日本の山」(科学)

10月     自然観察山行 (自 然保護)       茨城県下妻

11月 5日    山研閉所 (山研)             上高地

11月 6～ 7日   山研閉所作業 (山研)            ″

11月     第36回山岳図書を語るタベ (図書)

11月     大学山岳部会議 (指導)

11月     山岳映画会 (資料・映像)          本会

11月     中央分水嶺登山 (科学)

11月     マラソン大会 (学生部)

11月 27～28日  雪上訓練 (事業)            富士山

12月 4日    支部長会議 (総務)    新高輪プリンスホテル

12月 4日    年次晩餐会 (総務)         ″

12月 5日    年次晩餐会記念山行 (事業)

12月 23日   登山報告会、講演会 (青年部)

12月 30～ 1月 4日 山研年末年始保守状況チェック (山研)  上高地

1月      スキー懇親山行 (事業)

1月      講演会 (海外)

1月      冬山報告会 (学生部)

2月 19～ 20日  支部事務局担当者会議 (総務)グ リーンホテル水道橋

2月      第33回山岳史懇談会 (図書)

2月      冬山技術講習会 (指導)

2月      日山協、IHAI主催の海外登山研究会参加 (海外)

2月      講演会「登山行動とサプリメント」(科学)

2月      アイスクライミング講習会 (学生部)

2.登山施設の運用、その他登山のための適切な事業
*上高地山岳研究所の運用
*受入れ資料保管
*各博物館、美術館との提携強化
*海外遠征の記録、会合、行事等の記録、フィルムのデジタル化に

よる保存

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導
*7月 全国山岳遭難対策協議会への出席 (滋賀県)

*通年 日山協・労山・都岳連との合同調査活動

4.自然保護活動の推進
*自然保護委員会会報「木の目草の芽」隔月刊行
*自 然保護委員会による「高尾の森づくり」
*環境行政等への意見書、政策提言の発信
*自然保護委員会による自然保護知識啓発のための自然観察山行

5.機関誌等の発行
*『山岳』第99年 (2004年)の発行
*会報707号～718号の発行
*イ ンターネット・ホームページの更新
*海外向英文誌『Japanese Apine News』 発行
*青年部会報『きりぎりす』発行

6.国内および外国山岳団体との情報交換
*国内関係団体 (日 本山岳協会 。東京都山岳連盟・日本ネパール協

会・日本ヒマラヤ協会・HAT― J。 その他)との連絡
*海外登山団体との機関誌の交換および情報誌の購入

フ.海外登山等
*4月 10日 ～5月 24日 テンギ・ラギ 。タウ峰シエア登山隊2004

監事監査報告

平成16年4月 15日 に行った平成15年度 (平成15年4月 1日 ～平成16年3

月31日 )に おける会計の監査ならびに期中の業務監査の結果を、次の

通り報告する。

言己

会計監査については、帳簿ならびに関係書類の閲覧等、必要と思わ

れる手続きを用いて計算書類の正確性を検討した。

業務監査については、理事会等に出席し、業務執行の妥当性を検討

した。

監査意見は次の通り。

(1)現金については、監査日当日現在の残高と、帳簿の金額は一致し、

正しく出納されているものと認める。

(2)収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対照表、財産目録は、本

会の収支状況および財政状態を正しく示しているものと認める。

(3)事業報告の内容は、真実であると認める。

(4)理事の職務執行に関する不正の行為または法令、定款に違反する

重大な事実はないと認める。

(5)100周年記念事業を控え、本会事務局を一層充実する必要があると

考える。

以上

(社)日本山岳会 平成 16年度事業計画
平成1び日月1日 ～平成17年 3月 31日

1.登山の指導と奨励に必要な集会、研修会、講演会、展覧会、およ

びシンポジウムの開催

4月 3日     第2回連続講演会 (資料・映像)    東京体育館

4月 9日     第32回山岳史懇言炎会 (図書)

4月 10日    第24回 日本登山医学シンポジウム (医療)

4月 24～ 15日  山研開所作業 (山研)           上高地

4月 28日    山研開所 (山研)              ″

4月      学生部総会 (学生部)

5月 14日    支部長懇談会 (総務)      グリーンホテル

5月 15日    支部長会議 (総務)           ″

5月 15日    通常総会 (総務)            ″

5月 22日    登山報告会、講演会 (青年部)

5月 22～ 23日  自然観察山行 (自 然保護)       東大演習林

5月 28～ 30日  若葉山行 (事業)             房住山

5月 29～ 30日  登山医学シンポジウム (医療)

5月      講演会 (海外)

5月      新入部員歓迎会 (学生部)

6月 5～ 6日   新入会員のための「徳本峠越えとウェストン祭」(山研)上高地

6月 6日     第58回 ウェストン祭 (信濃支部)       ″

6月 12～ 13日  探索山行「七ヶ岳の地形探訪」(科学)

6月      沢登り集会 (学生部)

7月 9～ 11日   夏山山行 (事業)            加賀白山

7月 12日    同好会連絡会議 (総務)           本会

7月 27日    登山報告会、講演会 (青年部)

7月      救急法講習会 (指導)

7月      全国山岳遭難対策協議会への出席 (指導)

7月      講演会「異常気象について」(科学)

7月      山岳映画会 (資料・映像)

7月      前期納会 (学生部)

8月 20～22日  フォーラムIN(自然保護)

8月 26～ 29日  海外登山 (事業)      韓国 仁寿峰 。仙人峰

9月 1日    ビールパーティ (総務)           本会

9月 4日     名誉会員を囲む会 (総務)          本会

9月 10～ 12日  自然保護全国集会 (自 然保護)       上高地

9月 18～ 19日  オータムコンサート (山研)         ″

9月 24日    登山報告会、講演会 (青年部)

(8)
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ミニ水力発電運営費

海外登山補助費

その他事業費

印刷 0製本費

刊行物発送費

事業費計

200,000

1,600,000

19,850,000

2,300,000

5,300,000

200,000

0

10,000,000

0

0

(注 )1

2 管理費

給料手当

文具消耗品費

印刷製本費

旅費交通費

通信運搬費

火災保険料

修繕費

租税公課

光熱水料費

電話料

会議費

什器備品費

振替手数料

福利厚生費

事務所管理費

その他管理費

負担金

賃借料

雑費

管理費計

12,400,000

450,000

1,100,000

800,000

1,200,000

340,000

100,000

648,200

800,000

500,000

180,000

100,000

800,000

300,000

1,196,680

2,800,000

80,000

5,700,000

900,000

30,394,880

12,400,000

450,000

1,100,000

800,000

1,200,000

320,000

100,000

480,000

800,000

500,000

180,000

100,000

800,000

300,000

970,000

2,800,000

80,000

5,700,000

900,000

29,980,000

２０
　
　
“

226,680

3 固定資産取得支出

什器備品購入支出

固定資産取得支出計

4 特定預金支出

長期計画積立金支出

秩父宮記念賞基金支出

海外登山基金支出

終身会費積立金支出

退職給与引当預金支出

特定預金支出計

1,000,000

1,000,000

1,000,000

1,000,000

5 予備費

予備費 1,500,000 1,500,000

98,409,880 88,580,000 9,829,880

-6,364,880 -2,985,000 -3,379,880

当期支出合計(C)

当期収支差額(A)一 (C)

次期繰越収支差額(B)一 (C) 1,821,734 9,146,211 -7,324,477

(注)1「創立100周年記念事業特別会計」に¥10,000,000支 出

六姑娘山酬脳獅Jl彗情:

■7/2(≦≧) B)7/4(日 ) C)7/9(≦≧) D)7/11(日 )

E)7/16(≦≧)D7/18(日 )G)7/23(壼ヒ)H)7/25(日 )

鋤～E)325,000円   D～H)3350000円

F=風暉―口属1卜警ギ:メレ
KN ビル11

口
部夕

針
ヵ
講

一目一疇
総
慟 ヽ ロ

8.100周年記念事業の計画推進
*「百年史」の編集
*『新日本山嶽誌』の編集
*中央分水嶺踏査
*海外登山

9。 その他目的を達成するために必要な事業
*山岳図書の整備
*山研 ミニ水力発電装置稼動運営
*海外登山基金による助成
*第 7回秩父宮記念山岳賞の授与
*その他

収 支 予 算 書
平成16年4月 1日 から平成17年3月 31日 まで

(注)1「長期計画準備金」預金取崩し  ¥10,000,000

Ⅱ 支出の部

1 事業費

出版費

図書管理費

調査研究費

指導費

支部関係費

海外諸関係費

山岳研究所運営費

山岳研究所管理費

11,900,000

550,000

2,648,000

2,070,000

12,000,000

600,000

4,710,000

1,787,000

12,000,000

400,000

3,480,000

2,070,000

12,000,000

500,000

6,600,000

0

-100,000

150,000

-832,000

0

0

100,000

-1,890,000

1,787,000

(9)

科    目 平成16年度予算額前年度予算額 増 減 備考

I 収入の部

1 基本財産運用収入

基本財産利息収入 5,000 5,000 0

2 会費・入会金収入

入会金収入

通常会費収入

終身会費収入

会費・入会金収入計

4,000,000

67,000,000

360,000

71,360,000

4,000,000

67,000,000

0

71,000,000

0

0

360,000

360,000

3 事業収入

広告料収入

印税収入

刊行物売上収入

山研使用料収入

その他事業収入

事業収入計

1,600,000

10,000

200,000

3,500,000

4,500,000

9,810,000

2,900,000

10,000

300,000

3,500,000

4,500,000

11,210,000

-1,300,000

0

-100,000

0

0

-1,400,000

4 補助金等収入

補助金収入

5 寄付金収入

寄付金収入

6 雑収入

受取利息

雑収入

雑収入計

70,000

800,000

870,000

80,000

800,000

880,000

-10,000

0

-10,000

7 特定預金取崩収入 10,000,000 2,500,000 7,500,000 (注 )1

当期収入合計 (A)

前期繰越収支差額

収 入 合 計 (B)

92,045,000

8,186,614

85,595,000

12,131,211

6,450,000

-3,944,597

100。 231.614 97.726.211 2.505。 403

目
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翻
翻

100周年記念事業の経過報告

■マナスル登山隊
100周年記念事業として、日本人が初登頂した唯一

の8000m峰マナスルに、登頂50周年記念登山隊を隊

員の募集形式で派遣する計画が進められている。こ

の計画に対して「8000m峰に対して安易ではないの

か ?」「危機管理の面は大丈夫か ?」 などの声が寄せ

られている。
こうした声を受けて先日、平山会長を中心に常務

理事会を開いて事情を聴取した。その結果、計画ど

おりに推進しながら、隊員の応募状況や隊員構成な

どをみて「100周年記念事業」や「マナスル登頂50周

年記念登山」の冠をつけるかどうかを最終的に判断

する方針を改めて確認した。

■記念事業計画書の作成

今回の記念事業の推進に当たっては、多くの関係

方面に援助をお願いしなければならないが、その際

簡潔に計画概要を知っていただくための計画書を作

成した。A4判見開き6ページのカラー印刷で、会長

挨拶、推進組織、事業概要、事業費と募金概要など

の構成になっている。末尾にポケットをつけてここ

にそれぞれに必要な資料や募金依頼書などを挿入す

る。外部への募金依頼などにおおいに活用していた

だきたいので必要な方は本部に申し出てほしい。

■創立 100周年記念事業委員会の開催

今回の記念事業の推進の中心となる上記の委員会

を開催し、行事内容の経過報告、活動予算の概要説

明、募金状況の報告などを行い、意見をいただいた。

□財務委員会の開催

記念事業を推進していくうえで必要な活動費につ

いての収支計画が検討された。総額8500万円の活動

費は、会員からの寄付、一般からの寄付、長期積立

金の取り崩し、物品の販売でまかなわれるが、未確

定な部分が多いので予備費を計上した。

海外登山1000万円、中央分水嶺踏査450万円。百

年史出版に1800万円などの大枠が決定されたが、募

金状況などに応じて見直しが必要となることも予想

される。

■募金委員会の開催

会員募金については、1人当たり年3000円で3年で

言わ000円の募金をお願いし、すでに第1年度が終了し

藤本 慶光

たが、約3分の1の会員の方々にご協力をいただいた。

まだ募金に応じてくださっていない方も多いので、

平成16年度の総会通知の発送の際、初年度に募金し

てくださった方々への2年度以降のお願いとは別個

に初年度からの募金を再度お願いすることにした。

一般募金については当今の厳しい経済状況に鑑み

て大変困難なことが予想されるのでできるだけ大勢

の会員の方々のお力を借りて積極的に多方面にあた

ることとした。実施する行事に冠をつけて大国の寄

付をいただく可能性も議論された。

寄付金の免税処置については、日本山岳協会を通

じて体育協会枠の取得を申請することとした。

■長期目標検討委員会

今回の100周年を機に将来の日本山岳会はいかに

あるべきかを考える当委員会が数度にわたって開催

され、活発な議論がなされている。成案ができた段

階で理事会に提案されて可能な部分は迅速に着手す

ることが検討されている。

■ブロック別記念式典の実施

100周年を祝う記念式典については、東京において

実施される総合式典とは別個にいくつかの支部をブ

ロックにまとめて各地で実施するが、すでに九州ブ

ロック、東北ブロック、北陸、京都、岐阜ブロック、

山陰、広島ブロックなどのブロックでの開催が決定

されている。最終的には全国で8ないしは9のブロッ

クで記念式典が開催される予定である。

■中央分水嶺踏査

全国25支部の全てと首都圏の同好会が担当して北

の宗谷岬から南の佐田岬までの中央分水嶺を踏査す

る企画はすでにいくつかの支部で着手されている。

支部や同好会に属していない会員の参加については、

いろいろ困難な条件があり、すべての地域で受け入

れることはできないが、いくつかの区間での受け入

れが検討されていて、一般に公募される。

登山計画は25の支部、17の同好会全てから提出さ

れた。ホームページは既に稼動しており、国土地理

院から電子国土の使用支援を受ける予定である。

先般NT「 ドコモの協 使用し

像 と

われてほぼ期待し

の際に実施する

(10)
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さまざまなヒマラヤ

2004春

江本 嘉伸

シェルパのチュワン・ニマ(12回 目の登頂!)

と夢をかなえた瞬間の太田

(近藤謙司撮影・5月 20日 午前10時47分 )

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
プ
レ
モ
ン
ス
ー
ン
は
、
各

地
か
ら
山
登
り
の
便
り
が
届
く
。
は
が
き

で
は
な
い
。
Ｅ
メ
ー
ル
で
あ
る
。

「先
ほ
ど
カ
ト
マ
ン
ズ
に
も
ど
り
ま
し
た
。

５
月
１５
日
、
Ｐ
Ｍ
３

ｏ
３０
、
ロ
ー
ツ
ェ
登

頂
。
５
月
２４
日
、
Ａ
Ｍ
７

ｏ
３０
、
エ
ヴ
ェ

レ
ス
ト
登
頂
。
ロ
ー
ツ
ェ
で
は
落
石
の
直

撃
を
く
ら
っ
て
左
腕
が
だ
め
に
な
リ
ム
ー

ビ
ー
ま
わ
せ
ず
。
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
で
は
な

ん
と
か
映
像
に
収
め
て
き
ま
し
た
。
た
い

し
た
こ
と
は
で
き
ね
え
な
と
、
そ
ん
な
気

が
い
た
し
ま
し
た
。

渡
邊
玉
枝
さ
ん
は
６５
歳
で
５
つ
め
の
８

０
０
０
口川峰
登
頂
で
す
。
た
い
し
た
も
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
」
（５
月
２９
日
）

村
口
徳
行

（の
り
ゆ
き
）
。
２
年
前
６３

歳
の
渡
邊
玉
枝
と
と
も
に
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト

に
登
り
、
昨
年
は
７０
歳
の
三
浦
雄

一
郎
と

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に
立

っ
た
彼
も
４８
歳
。
も

っ
ば
ら

「わ
き
」
に
徹
し
て
い
る
が
、
そ

の
男
が
ロ
ー
ツ
ェ
に
続
い
て
エ
ヴ
ェ
レ
ス

ト
４
回
目
の
登
項
を
や
っ
て

「た
い
し
こ

と
は
で
き
ね
え
」
と
言
っ
て
い
る
の
が
お

も
し
ろ
い
。
村
日
の
登
り
方
に
は
、
独
特

の
何
か
が
あ
る
。

「な
ま
す
て
―
―
・

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
に
登

れ
ま
し
た
―
―

（５
月
２９
日
）
こ
の
日
登

項
し
た
の
は
ラ
ル
フ
、
ガ
リ
ン
ダ
、
私

・

ヒ
ロ
の
３
人
。
翌
日
、
デ
ニ
ス

・
ウ
ル
ブ

コ
フ
と
シ
モ
ー
ネ

・
モ
ロ
ー
が
頂
上
に
向

か
い
ま
し
た
が
シ
モ
ー
ネ
は
途
中
、
体
調

を
崩
し
後
退
。
途
中
か
ら
デ
ニ
ス
が
ひ
と

り
で
登
頂
し
ま
し
た
。
ヤ
バ
イ
よ
―
こ
の

山
の
こ
の
ル
ー
ト
は
。
こ
れ
ま
で
こ
ん
な

に
も
死
ん
で
い
て
、
最
近
、
登
ら
れ
て
い

な
い
わ
け
が
登

っ
て
み
て
本
当
に
良
く
わ

か
っ
た
。
こ
れ
は
ヤ
バ
イ
」

６
月
１
日
に
メ
ー
ル
を
く
れ
た
の
は
、

３１
歳
の
元
気
も
の
、
竹
内
洋
岳
。
竹
内
ら

３
人
は
Ｂ
Ｃ
に
ヘ
リ
で
入
り
、
ア
ル
パ
イ

ン
ス
タ
イ
ル
で
５
日
間
で
頂
上
到
達
、
７

日
目
に
Ｂ
Ｃ
に
戻
り
、
再
び
ヘ
リ
で
カ
ト

マ
ン
ズ
に
戻
っ
た
と
い
う
。
ブ
ロ
ッ
ク
の

崩
壊
で
か
な
り
こ
わ
い
山
だ
っ
た
ら
し
い
。

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
は
こ
と
し
も
盛
況
だ
っ

た
。
ヒ
ラ
リ
ー
、
テ
ン
ジ
ン
の
初
登
頂
か

ら
半
世
紀
と
な
る
２
０
０
３
年
は
過
去
最

高
の
２
６
１
名
が
登
頂
し
、
世
界
を
驚
か

せ
た
が
、
こ
の
傾
向
は
変
わ
ら
ず
、
２
０

０
４
年
は
６
月
１
日
ま
で
に
な
ん
と
３
０

０
人
以
上
が
登
頂
に
成
功
、
通
算
す
る
と

実
に
２
２
０
０
人
を
上
回
る
人
が
い
ま
や

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト

・
サ
ミ
ッ
タ
ー
に
な
っ
た
。

ほ
と
ん
ど
の
登
項
が
ノ
ー
マ
ル
・
ル
ー

ト
か
ら
だ
っ
た
が
、
特
筆
さ
れ
て
い
い
の

は
、
ロ
シ
ア
隊
に
よ
る
北
壁
ダ
イ
レ
ク

ト

・
ル
ー
ト
の
初
完
登
だ
。

８０
年
の
日
本

山
岳
会
隊
は
じ
め
こ
れ
ま
で
の
登
攀
は
、

ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
に
入
り
込
む
な
ど
か
な
り

壁
の
は
じ
寄
り
に
な
ら
ぎ
る
を
得
な
か
っ

た
が
、
真

っ
直
ぐ
の
ラ
イ
ン
を
み
ご
と
描

き
上
げ
た
ロ
シ
ア
人
魂
、
さ
す
が
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
人
た
ち
は
こ
の
春
、
ジ
ャ
ヌ
ー
北

壁
も
前
人
未
踏
の
ダ
イ
レ
ク
ト

・
ル
ー
ト

を
切
り
開
く
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。

日
本
初
の

「商
業
公
募
登
山
隊
」
と
し

て
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
を
ね
ら
っ
た

「
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ガ
イ
ズ
隊
」
の
、

６３
歳
の
女
性

医
師
、
大
田
祥
子
が
登
項
を
果
た
し
な
が

ら
下
降
中
、
第
２
ス
テ
ッ
プ
付
近
で
力
尽

き
た
の
は
、
残
念
だ
っ
た
。

特
異
な
事
故
だ
っ
た
。
大
田
医
師
は
近

藤
謙
司
隊
長
ら
と
と
も
に
こ
の
日
各
国
隊

の
な
か
で
２
番
目
に
登
頂
、
下
降
に
入
り
、

難
所
の
第
２
ス
テ
ッ
プ
を
２
ピ
ッ
チ
自
力

で
懸
垂
下
降
。
近
藤
の
待
つ
岩
棚
に
向
け

て

一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
ア
イ
ゼ

ン
の
爪
が
古
い
ロ
ー
プ
の
束
を
踏
ん
で
し

ま
っ
た
。
バ
ラ
ン
ス
を
大
き
く
崩
し
、
頭

を
下
に
し
て
宙
吊
り
の
状
態
に
。
そ
し
て
、

動
か
な
く
な
っ
た
。　
一
種
の
突
然
死
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

大
田
は
、
広
島
県
福
山
市
の
脳
神
経
セ

ン
タ
ー
、
大
田
記
念
病
院
の
院
長
夫
人
。

が
む
し
ゃ
ら
に
働
き
続
け
、

４０
歳
に
な
っ

た
と
き
、
「こ
ん
な
人
生
で
よ
か
っ
た
の

か
」
と
目
覚
め
、
山
登
り
を
は
じ
め
た
。

９７
年
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
山
麓
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

に
参
加
、

０２
年
チ
ョ
ー

・
オ
ユ
ー
に
登
頂
、

こ
と
し

「夢
の
実
現
」
の
た
め
エ
ヴ
ェ
レ

ス
ト
を
目
指
し
て
い
た
。

こ
の
隊
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
や
り
と

り
が
活
発
で
、
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
大

田
の
４
番
目
の
孫
の
誕
生
も
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
通
じ
て
知
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

登
頂
。
素
晴
ら
し
い
―
　
や
っ
た
、
や
っ

た
―
　
の
お
祝
い
メ
ー
ル
が
殺
到
す
る
な

か
、
突
如
サ
イ
ト
は
凍
り
つ
い
た
。

同
じ
日
、
ふ
た
り
の
５０
歳
代
の
日
本
人

女
性
が
シ
ェ
ル
パ
の
協
力
を
得
て
登
頂
、

ひ
と
り
は
８
３
０
０
”川
で
動
け
な
く
な
る

状
態
に
陥
っ
た
も
の
の
、
無
事
下
山
し
て

い
る
。
大
田
も
実
は
生
還
で
き
た
か
も
し

れ
な
い
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
か
わ
か
ら

な
い
、
夢
を
か
な
え
る
場
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス

ト
で
あ
る
。
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日本山岳会の

各委員会
同好会の

活動報告です

第
３２
回
山
岳
史
懇
談
会

「静
岡
大
学
山
岳
部

７０
年
の
歴
史
」

４
月
９
日
（金
）夕
、

３０
余
名
が
集
い
、

山
本
良
三
氏
の
お
話
を
聞
い
た
。
激
動

の
山
岳
史
を
部
の
中
核
に
あ
っ
た
人
が

生
で
語
り
か
け
る
魅
力
と
迫
力
に
興
味

は
尽
き
な
い
楽
し
い
タ
ベ
と
な
っ
た
。

山
本
氏
は
、
現
役
の
時
に
今
西
錦
司

の

『山
岳
省
察
』
を
読
み
影
響
を
受
け
、

″初
登
頂
は
価
値
が
あ
る
″
と
今
西
党

員
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
告
白
。
第
３６

回

「山
岳
図
書
を
語
る
タ
ベ
」
で
水
野

勉
氏
は

「
『山
岳
省
察
』
の
方
法
に
救

い
を
見
た
。
『生
物
の
世
界
』
か
ら
も

多
く
を
学
ん
だ
が
、
今
西
の
体
系
的
思

考
に
は
魅
か
れ
な
が
ら
も
、
抵
抗
が
あ

る
」
（『山
』
７
０
７
号
）
と
述
べ
て
い

る
が
、
山
本
氏
も
山
に
傾
倒
し
た
原
動

力
に
今
西
の
影
響
を
あ
げ
て
い
る
。

あ
ら
か
じ
め
参
加
者
に
Ｐ
Ｃ
制
御
ス

ラ
イ
ド
４４
点
を
プ
リ
ン
ト
配
布
。
映
像

を
中
心
に
話
は
進
む
。
静
岡
大
学
山
岳

部
の
沿
革
、
大
正
１２
年
５
月

・
旧
制
静

高
旅
行
部
創
立
、
昭
和
４
年

・
部
報

『山
彦
』
創
刊
。
そ
の
後
、
校
友
会
の

大
衆
化
運
動
の
影
響
を
受
け
て
部
活
動

は
停
滞
、
部
報
は
出
ず
。

昭
和
８
年
５
月

・
別
個
に
登
山
振
興

を
目
指
し

″紫
岳
会
″
を
創
立
。
同
１２

年

・
旅
行
部
を
吸
収
し
て
山
岳
部
を
設

立
、
部
報

『紫
岳
』
創
刊
号
を
発
行
。

紫
岳
と
は
、
初
代
の
山
岳
部
長

・
桜
井

和
市
教
授
が
ス
イ
ス

・
レ
マ
ン
湖
ホ
テ

ル
に
滞
在
中
に
、
夕
暮
れ
の
ア
ル
プ
ス

の
峰
々
が
紫
色
に
暮
れ
る
様
か
ら
思
い

つ
い
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
学
舎
か
ら
見
え
る
通
称
タ
イ

ラ
ボ
ウ

（５
６
１
口
川
・
安
部
川
支
流
藁

科
川
右
岸
の
小
峰
）
に

「紫
岳
」
と
大

書
し
た
木
柱
を
項
上
に
運
び
、
紫
岳
と

命
名
し
た
。

昭
和
９
～
１２
年
に
か
け
、
重
光
晶

（ソ
連
大
使
）
、
森
山
欽
司

（衆
議
院
議

員
）
ら
に
よ
る
南

ア
を
舞
台
と
す
る

「集
散
登
山
」
が
積
極
的
に
行
わ
れ
、

ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
を
標
榜
す
る
当
時
の
学

生
登
山
界
に
お
い
て

一
応
遜
色
な
い
レ

ベ
ル
に
ま
で
達
し
た
。
合
間
に
も
伝
統

の
ス
キ
ー
合
宿
、
近
郊
の
山
歩
き
や
沢

登
り
等
も
盛
ん
で
、
い
わ
ゆ
る
静
観
的

な
登
山
も
息
長
く
続
い
て
い
た
。

戦
時
体
制
下
の
昭
和
１９
年
５
月

・
創

立
１０
周
年
記
念
誌

『紫
岳
』
１０
号
が
発

行
さ
れ
、
同
時
に
戦
没
者
追
悼
号
に
も

な
っ
た
。
昭
和
２５
年

・
静
高
は
新
制
静

岡
大
学
に
統
合
、
山
岳
部
も
復
活
し
た

が
、
学
部
別
、
校
舎
も
別
で
あ
っ
た
。

昭
和
３９
年

・
海
外
遠
征
の
機
運
が
盛

り
上
が
り
静
岡
大
学
山
岳
会
が
発
足
、

初
代
会
長
に
京
大
学
士
山
岳
会
の
将
官

級
の
酒
戸
弥
二
郎
氏

（静
岡
大
学
教

授
）
が
就
任
。
昭
和
４２
年

・
山
岳
部
は

統
合
さ
れ
た
。
平
成
１５
年

ｏ
山
岳
部
創

立
７
０
周
年
、
前
身
の
旅
行
部
創
設
か

ら
８
０
周
年
と
な
っ
た
。
創
立
７０
周
年

記
念
誌

『紫
岳
』
第
１２
号

（平
成
１５
年

７
月
発
行
）
が

『山
』
７
０
７
号
に
図

書
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

部
や
会
を
支
え
た
１４
名
が
ス
ラ
イ
ド

で
紹
介
さ
れ
た
。
加
藤
誠
平

（東
大
バ

ル
ト
ロ
カ
ン
リ
遠
征
隊
長
）
、
桜
井
和

市

（学
習
院
院
長
）
、
高
橋
正
八

（最

高
検
察
庁
検
事
総
長
次
席
）
、
重
光
晶
、

森
山
欽
司
、
尾
崎
徳
郎

（静
大
教
授
）
、

垣
内
政
彦

（共
同
通
信
本
部
長
）
、
芹

沢
喬

（チ
ュ
ー
レ
ン
ヒ
マ
ー
ル
遠
征
隊

長
）
、
酒
戸
弥
二
郎

（Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
ノ
シ

ャ
ッ
ク
遠
征
隊
長
）
な
ど
。

静
高
旅
行
部
創
設
時
の
部
員
加
藤
誠

平
は
、
上
高
地
河
童
橋
の
設
計
者
で
、

国
立
公
園
の
設
定
、
自
然
保
護
運
動
の

初
期
の
考
え
方
、
林
野
庁
の
森
林
リ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
へ
の
開
放
等
に
携

わ

っ
た
。

初
代
山
岳
部
長
桜
井
教
授
は
、
昭
和

１１
年
、
ド
イ
ツ
留
学
時
に
チ
ロ
ル
で
買

い
求
め
た
ピ

ッ
ケ
ル

（ア
カ
デ
ム

・
マ

イ
ス
タ
ー
）
を
持
参
帰
国
。
代
々
会
長

が
継
承
す
る
お
宝
で
、
当
日
現
物
を
回

覧
。
頑
丈
な
古
典
的
名
器
で
品
も
あ
る
。

第
４
代
会
長

・
高
橋
正
八
は
、

８７
年

の
静
岡
大
学
西
域
学
術
登
山
隊

（学
術

調
査
は
中
国
科
学
院
と
の
合
同
調
査

・

総
勢
４６
名
）
派
遣
時
の
会
長
、
資
金
集

め
に
多
大
な
実
績
を
残
し
た
。

尾
崎
徳
郎
は
、
第
２
代
目
山
岳
会
長

と
し
て
ア
ン
デ
ス
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
に

大
き
な
貢
献
を
し
た
。

垣
内
政
彦
は
、
関
東
学
生
山
岳
連
盟
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の
結
成
に
も
縁
の
下
の
力
の
働
き
を
し
、

谷
口
現
吉
、
関
根
吉
郎
、
浜
野
正
男
氏

ら
と
力
を
合
わ
せ
て
、
戦
後
の
日
本
山

岳
会
の
復
興
の
原
動
力
に
な
っ
た
。

芹
沢
喬
は
、
山
岳
部
、
紫
岳
会
の
中

興
の
祖
、

７７
年

・
戦
前
の
部
報
を
ま
と

め
、
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
版
単
行
本

『紫

岳
』
と
し
て
出
版
し
た
。

海
外
登
山
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、

５３

年
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
初
登
頂
後
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
熱
は
高
ま
っ
て
き
た
。

６０
年

・
酒

戸
教
授
の
ノ
シ
ャ
ッ
ク
遠
征
、

６３
年

・

ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
会
発
足
、

６４
年

・
ガ
ネ

ッ
シ
ュ
・
ヒ
マ
ー
ル
を
目
指
す
も
許
可

お
り
ず
、

６５
年
は
変
化
の
年
で
あ
っ
た
。

ネ
パ
ー
ル
政
府
の
登
山
禁
止
令
、
印
パ

の
国
境
紛
争
に
よ
る
パ
キ
ス
タ
ン
政
府

の
実
質
的
登
山
拒
否
姿
勢
に
よ
る
バ
ン

ジ
ャ
ブ
ヒ
マ
ラ
ヤ
学
術
登
山
計
画
の
取

り
下
げ
。

６６
年

・
コ
ロ
ン
ビ
ア

・
ア
ン

デ
ス
学
術
調
査
隊
派
遣
決
定
、

６７
年

・

計
画
実
施
。
サ
ン
タ
マ
ル
タ
山
群
に
て

多
く
の
初
登
項
を
含
む
学
術
調
査
に
は

７
か
月
を
要
し
成
功
。
交
通
事
故
の
ト

ラ
ブ
ル
も
あ
っ
た
が
、
登
山
技
術
的
に

は
物
足
り
な
い
遠
征
で
は
あ
っ
た
。

６９
年

・
カ
ラ
コ
ル
ム
計
画
不
許
可
、

７０
年

・
ポ
ス
ト
期
の
許
可
を
ギ
リ
ギ
リ

の
８
月
１５
日
に
得
て
、
南
面
か
ら
チ
ュ

ー
レ
ン
ヒ
マ
ー
ル

（７
３
７
１
層
）
に

挑
み
、
初
登
頂
に
成
功
。

７５
年

ｏ
カ
ラ

コ
ル
ム

・
テ
ラ
ム
カ
ン
リ

（７
４
８
４

属
）
に
シ
ア
チ
ェ
ン
氷
河
よ
り
初
登
頂
。

１０
年
間
の
休
憩
を
経
て
８７
年

・
中
国
ヒ

マ
ラ
ヤ
に
最
後
の
未
踏
の
７
０
０
０
属

峰
と
言
わ
れ
た
皇
冠
峰

（７
２
９
５

層
）
を
狙
う
が
、
力
及
ば
ず
７
０
１
０

口
川
で
敗
退
。

９５
、

９６
年

・
中
国
天
山
山
脈
中
の
未

踏
峰

・
ダ
ウ
グ
ル
ム
ス
タ
ー
グ

（５
２

５
０
属
）
に
偵
察
と
試
登
を
続
け
、

９７

年
初
登
項
。

９８
年

・
東
チ
ベ
ッ
ト
ヘ
学

術
登
山
偵
察
隊
を
派
遣
す
る
も
、
悪
天

候
に
阻
ま
れ
、
日
標
は
達
成
で
き
ず
。

０４
年
夏

・
中
国
天
山
山
脈
の
６
３
３

２
口
川
の
未
踏
峰
へ
偵
察
隊
を
送
る
計
画

中
。
本
体
は
０５
年
派
遣
の
予
定
。

懇
談
で
は
、
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

南
ア
全
域
。
Ｏ
Ｂ
は
４
６
０
名
、
若
手

現
役
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
夢
は
な
く
、
岩
壁

登
攀
に
特
化
す
る
傾
向
。
な
か
に
は
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
世
界
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

い
る
若
手
が
い
る
。
山
へ
の
想
い
は
断

絶
し
て
い
る
な
ど
が
語
ら
れ
た
。

『紫
岳
』
第
１２
号
の
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
化

は
会
の
中
で
自
作
ソ
フ
ト
を
開
発
し
た

が
、
す
で
に
市
販
の
ソ
フ
ト
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
を
利
用
し
て
編
集
し
、
印
刷

だ
け
を
専
門
の
会
社
に
頼
む
や
り
方
が

い
い
か
も
し
れ
な
い
。
（三
沢

　
一
三
）

第
４
回
植
樹
祭

「高
尾
の
森
植
樹
祭
」
は
、
４
月
１１
日

（日
）
、
願

っ
て
も
な
い
晴
天
の
も
と
、

平
山
会
長
は
じ
め
、
理
事
、
そ
の
他
林

野
関
係
者
、
協
賛
会
社
関
係
者
、
法
人

会
員
、
本
会
会
員
、
森
づ
く
り
の
会
会

員
、　
一
般
参
加
者
な
ど
、
そ
の
数
３
８

０
名
を
か
ぞ
え
る
多
く
の
方
々
の
ご
参

加
を
得
て
執
り
行
わ
れ
た
。

２
０
０
１
年
春
、
初
め
て
の
植
樹
祭

を
挙
行
し
て
か
ら
、
４
回
目
。
手
探
り

で
始
め
た
第
１
回
の
植
樹
祭
と
比
べ
れ

ば
、
作
業
に
あ
た
る
我
々
も
作
業
手
法

に
慣
れ
、
工
夫
を
加
え
つ
つ
準
備
が
で

き
た
と
考
え
て
い
る
。
と
は
い
う
も
の

の
、
植
樹
予
定
地
は
ザ
リ
ク
ボ
沢
右
岸

の
な
か
な
か
の
急
斜
面
。
こ
こ
に
４
Ａ

ｌ

ｏ
４
Ａ
２
～
４
Ｄ
と
５
つ
の
地
区
を

設
定
。
ご
参
加
い
た
だ
く
方
々
の
安
全

を
第

一
に
と
、
作
業
道
の
設
定
、
地
ご

し
ら
え
作
業
と
、
昨
年
１２
月
よ
り
真
剣

に
準
備
は
進
め
ら
れ
た
。

植
樹
祭
前
日
、
整
地
さ
れ
た
斜
面
に

苗
木
の
指
定
席
と
し
て
篠
竹
を
立
て
た
。

今
年
の
篠
竹
に
は
、
前
も

っ
て
準
備
し

た
木
の
名
札
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
、
今
ま
で
の
作
業
の
中
か
ら
生

み
出
さ
れ
た
工
夫
の
ひ
と
つ
、
整
然
と

(13)
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立

っ
た
篠
竹
の
先
端
に
塗
ら
れ
た
目
印

の
赤
い
ペ
ン
キ
と
あ
い
ま
っ
て
な
か
な

か
の
見
応
え
で
あ
っ
た
。

当
日
、
平
山
会
長
は
じ
め
各
方
面
か

ら
の
ご
挨
拶
の
の
ち
、
参
加
者
は
リ
ー

ダ
ー
に
誘
導
さ
れ
各
植
栽
地
へ
向
か
っ

た
。
４
Ｄ
地
区
は
、
ザ
リ
ク
ボ
沢
入
口

よ
り
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
幼
い
子
ど

も
た
ち
に
植
樹
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
地

区
と
し
た
。
担
当
メ
ン
バ
ー
の
中
に
樹

木
に
詳
し
く
本
の
本
を
執
筆
さ
れ
て
い

る
方
が
お
り
、
入
山
前
に
、
や
さ
し
い

言
葉
で
の
子
ど
も
向
け
座
学
が
あ
っ
た
。

座
学
を
生
き
生
き
と
し
た
眼
で
聞
き
入

り
、
植
樹
を
終
え
た
子
ど
も
た
ち
の
表

情
は
い
た
く
満
足
げ
で
あ
っ
た
と
か
。

こ
こ
に
も
、
メ
ン
バ
ー
の
反
省
と
工
夫

が
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

初
年
度
の
植
栽
地
に
根
付
い
た
多
く

の
木
々
の
中
、
山
桜
は
、
来
年
か
再
来

年
に
は
花
を
咲
か
せ
る
の
で
は
と
期
待

さ
れ
る
ほ
ど
に
成
長
し
て
い
る
。
初
年

度
植
樹
祭
以
来
、
植
樹
本
数
は
５
８
０

０
本
強
に
も
達
す
る
。
い
ず
れ
の
苗
木

も
順
調
に
成
長
を
続
け
、
こ
れ
か
ら
の

手
入
れ
を
待

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
幼

樹
が
、
周
り
の
環
境

（主
に
つ
る
類
の

攻
撃
）
に
負
け
ず
育

っ
て
い
く
の
を
見

守
る
こ
と
は
、
深
い
楽
し
み
を
感
ず
る

こ
と
で
も
あ
り
、
ま
た
、
大
き
な
労
力

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
責
任
の
重
さ
に
今
心
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
山
岳
会
会
員
諸

兄
諸
姉
の
お
力
添
え
を
、
現
在
以
上
に

い
た
だ
き
た
い
も
の
と
心
よ
り
願

っ
て

い
る
。

山
岳
会
の
他
支
部
で
も
、
森
づ
く
り

を
始
め
る
計
画
を
進
め
ら
れ
て
い
る
と

か
。
今
回
の
植
樹
祭
に
は
、
前
日
よ
り

東
海
支
部
か
ら
３
名
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、
ま
た
、
１
週
間
後
の
手
直
し
作

業
日
に
は
、
広
島
支
部
か
ら
１
名
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き

一
緒
に
汗
を
流
し
た
。

情
報
を
交
換
し
つ
つ
、
と
も
に
歩
め

る
日
の
近
い
こ
と
を
期
し
た
い
。
各
方

面
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
支
援
、
ご

協
力
に
深
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
　

　

　

　

（西
村
　
智
磨
子
）

富
士
山
頂
上
気
象
測
候
所
を

有
効
利
用
さ
せ
て
も
ら
お
う

増
山
　
茂

富
士
山
山
項
の
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
は

２
０
０
１
年
９
月
、
そ
の
任
を
終
え
解

体
さ
れ
た
。
そ
し
て
本
年
４
月
２４
日
、

山
梨
県
富
士
吉
田
市
で

「富
士
山
レ
ー

ダ
ー
ド
ー
ム
館
」
に
生
ま
れ
変
わ

っ
た
。

厳
冬
期
の
氷
の
斜
面
を
苦
労
し
て
登

り
き
っ
て
お
鉢
に
達
し
た
時
、
そ
こ
に

答
え
る
近
代
的
な
ド
ー
ム
を
発
見
し
て

安
堵
と
も
失
望
と
も
い
え
な
い
感
慨
を

持

っ
た
方
は
多
い
の
で
は
な
い
か
。

あ
の
測
候
所
、
も
う
壊
さ
れ
て
し
ま

っ
た
と
勘
違
い
し
て
い
る
方
も
い
る
の

で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
解
体
さ
れ
た

の
は
レ
ー
ダ
ー
ド
ー
ム
だ
け
で
あ
っ
て
、

測
候
所
の
建
屋
や
観
測
機
器

・
通
信
中

継
機
器
は
現
在
で
も
東
京
管
区
気
象
台

の
職
員
が

「出
張
」
し
て
保
守
点
検
を

続
け
て
い
る
。

富
士
山
の
項
上
は
日
本
の
象
徴
的
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
。
科
学
を
担
う
も
の
と

し
て
は
、
あ
の
場
所
に
日
本
最
高
の

「目
」
を

一
歩

一
歩
築
い
た
先
人
の
努

力
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
日

本
山
岳
会
の

一
員
と
し
て
は
、
日
本
最

高
峰
の
項
に
通
年
生
活
で
き
る
環
境
が

与
え
て
く
れ
る
利
点
を
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。　
一
人
の
日
本
人
と
し
て
は
、
こ

の
象
徴
を
輝
く
も
の
に
し
た
い
も
の
だ
。

と
こ
ろ
が
気
象
庁
は
ど
う
も
こ
の
日

本
人
の
誇
り
で
あ
る
測
候
所
を
打
ち
捨

て
る
考
え
の
よ
う
で
あ
る
。
も

っ
た
い

な
い
。

こ
れ
だ
け
多
く
の
中
高
年
登
山
者
ト

レ
ッ
カ
ー
が
３
～
５
千
ド
川
の
高
み
に
そ

の
生
の
領
域
を
広
げ
て
い
る
時
代
だ
。

ネ
パ
ー
ル
や
チ
ベ
ッ
ト
や
カ
ラ
コ
ル
ム

や
ア
ン
デ
ス
に
出
か
け
る
方
は
年
間
数

(14)

東

西
南

北

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、

俳
句
、
短
歌
、
詩
な
ど
を
掲
載
す
る

ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投
稿
く

だ
さ
い
。
（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
１
点
に
つ
き
１
０
０
０
字
程

度
で
お
願
い
し
ま
す
）

イラス ト・宇都木慎一
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万
人
に
の
ぼ
る
。
平
均
年
齢
６４
歳
の
Ｊ

Ａ
Ｃ
会
員
に
は
ふ
つ
う
の
中
高
年
者
と

は
別
格
の
広
く
高
い
世
界
が
与
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
世
界
の
使
い
方
を
高
齢

者
対
策
に
苦
慮
す
る
わ
が
日
本
政
府
に

教
え
て
や
る
の
も
、
我
々
の
役
割
で
も

あ
ろ
う
。

し
か
し
反
面
、
こ
の
世
界
は
甘
く
は

な
い
。
そ
の
高
さ
に
や
ら
れ
て
多
く
の

方
が
犠
牲
を
払
わ
さ
れ
て
い
る
。
死
に

は
し
な
い
ま
で
も
高
山
病
で
手
ひ
ど
い

失
敗
を
し
た
方
は
多
い
。
な
ん
の
馴
化

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
な
く
ほ
ん
の
数
週
間

の
日
程
で
高
所
に
出
か
け
て
し
ま
う
方

が
ほ
と
ん
ど
な
の
だ
。

富
士
山
が
あ
る
で
は
な
い
か
、
と
い

い
た
い
。
い
や
、
富
士
山
し
か
な
い
の

だ
、
日
本
で
高
所
環
境
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
の
は
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
目
指
す
高
所
ク
ラ
イ
マ

ー
の
出
発
前
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
富
士

山
ボ
ッ
カ
と
相
場
が
決
ま
っ
て
い
る
。

日
本
の
最
も
先
鋭
的
な
高
所
ク
ラ
イ
マ

ー
が
こ
こ
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
兼
生
活
の

場
所
に
し
て
き
た
の
は
有
名
な
話
で
あ

る
。
も

っ
と
も
こ
の
先
鋭
ク
ラ
イ
マ
ー

を
含
め
、
６
千
口
月
以
上
の
山
に
出
か
け

る
ク
ラ
イ
マ
ー
の
２

ｏ
ｌ
で
は
死
ん
で

し
ま
う
の
だ
が
。
高
所
ト
レ
ッ
カ
ー
の

方
々
も
４
千
層
を
越
え
る
高
地
に
旅
行

に
出
か
け
る
方
々
も
、
な
ぜ
富
士
山
を

利
用
し
な
い
の
だ
ろ
う
。

欧
米
に
は
、
４
千
層
前
後
の
山
項
に

高
所
医
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
が
数
多
く

設
置
さ
れ
て
い
る
。
北
米
コ
ロ
ラ
ド
州

パ
イ
ク
ス

・
ピ
ー
ク
研
究
セ
ン
タ
ー

（４
３
０
０
属
）
や
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
の
ホ
ワ
イ
ト

・
マ
ウ
ン
テ
ン
研
究
セ

ン
タ
ー

（３
７
０
０
層
）
。
イ
タ
リ
ア

の
モ
ン
テ

・
ロ
ー
ザ
峰
研
究
セ
ン
タ
ー

（４
２
０
０
層
）
。
イ
ン
ド
や
パ
キ
ス
タ

ン
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
。
南
米
の
チ
リ

・
ボ

リ
ビ
ア

・
ベ
ル
ー
。
チ
ベ
ッ
ト
の
ラ
サ
。

中
央
ア
ジ
ア
、
キ
ル
ギ
ス

・
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
４
千
屑
前
後
、

と
い
う
の
が
ミ
ソ
で
あ
る
。
こ
の
高
さ

が
、
通
常
の
ヒ
ト
と
、
低
酸
素
状
態
に

住
む
ヒ
ト
を
大
き
く
分
け
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
当
初
は
軍
隊
の

研
究
組
織
と
し
て
作
ら
れ
る
例
が
多
か

っ
た
。
し
か
し
、
い
ま
や
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
や
登
山
や
ス
キ
ー
を
楽
し
む
国
民

の
た
め
の
研
究
施
設
と
し
て
変
化
を
遂

げ
て
き
た
。
南
米
や
中
央
ア
ジ
ア
で
は
、

鉱
山
開
発
や
天
文
台
な
ど
で
働
く
労
働

者
の
健
康
管
理
を
担

っ
て
も
い
る
。

日
本
で
も
こ
れ
ら
の
施
設
が
ほ
し
い
。

４
千
眉
前
後
と
い
え
ば
、
富
士
山
し
か

な
い
の
で
あ
る
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
登

山
ば
か
り
で
は
な
く
、
ラ
サ
や
ラ
パ
ス

に
出
か
け
る
旅
行
者
、
南
米
や
中
央
ア

ジ
ア
で
働
く
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
商
社
な
ど
の

方
々
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
ほ
し
い
。

５
年
前
か
ら
日
本
登
山
医
学
研
究
会

を
中
心
に

「富
士
山
頂
登
山
医
学
研
究

ト
レ
ー
エ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
設
立
構
想

が
考
え
ら
れ
て
き
た
。
高
所
医
学

・
山

岳
界

・
高
所
旅
行
業
者

・
マ
ス
コ
ミ
各

界
の
代
表
者
か
ら
な
る
１３
人
の
委
員
に

よ
り
検
討
会
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
あ

の
建
物
は
ま
だ
十
分
使
え
る
。

高
所
障
害
に
関
す
る
基
礎
的
な
研
究

の
場
、
高
所
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
登
山

・

高
所
で
長
期
に
わ
た
り
仕
事
を
さ
れ
る

方
な
ど
が
出
か
け
る
前
に
行
う
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
場
な
ど
と
し
て
、
こ
の
測
候

所
を
利
用
す
る
方
法
は
な
い
も
の
だ
ろ

う
か
。
文
科
省
登
山
研
修
所
の
前
進
基

地
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
や
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の

一

部
と
す
る
案
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
が
、

省
庁
間
の
調
整
の
難
し
さ
も
あ
り
現
実

の
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

医
学
関
係
だ
け
で
は
な
く
、
気
象
や

地
球
物
理
畑
の
研
究
者
ら
は
、
大
気
汚

染
と
そ
の
仕
組
み
を
解
明
す
る
た
め
に

山
項
で
の
大
気
観
測
が
不
可
欠
で
あ
る

と
し
、
有
人
で
の
観
測
体
制
の
存
続
を

望
み
、
積
極
的
な
活
動
を
続
け
て
い
る
。

気
象
庁
と
し
て
は

「富
士
山
測
候
所

は
、
来
年
度
に
も
無
人
化
し
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
を
停
止
す
る
」
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し

一
度
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
を
と
め
れ
ば
建
物
は

一
気

に
朽
ち
果
て
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

も

っ
た
い
な
い
。

気
象
庁
に
お
願
い
し
た
い
。
無
人
化

計
画
を
拙
速
に
進
め
な
い
で
、
広
く
国

民
の
意
見
を
聞
い
て
ほ
し
い
。
な
に
し

ろ
あ
そ
こ
は
日
本
の
象
徴
で
あ
る
、
わ

れ
わ
れ
山
関
係
者
が
込
め
る
思
い
を

一

度
は
聞
い
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
。

＊
連
絡
先

「富
士
山
項
登
山
医
学
研

究

・
高
所
順
応
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
」
設
立
委
員
会
　
（Ｆ
を
ド
”
∽”●
ｏ
◎

ヨ
ｘ
■
鮮
ｏ●
ｂ
①む
）

レーダードームは撤去されたが……
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英文誌『ジャバニーズ・アルバイン・ニューズ』第5号発行

編集人 中村 保

5月 中旬に『ジャパニーズ・アルパイン・ニューズ』VO15 M町 2004本誌とサ

プレメント別冊を発行いたしました。2001年 10月 以来都合7冊を出しました。内

容は下記の通りです。本誌では編集にあたり幅広い視野で原稿を集めました。

寄稿者の方々には多大なご協力をいただきました。別冊では大阪山の会のご厚

意で貴重な地図をご提供いただきました。

おかげさまで海外へ発信しても恥ずかしくないレベルの巡航高度に達したと

思います。この紙面を借りて御礼申し上げます。現段階では、海外の140の 団体

と500人の個人に送っています。JAC会員の方々には下記の価格 (送料込み)に

て販売します。ご希望の方はJAC事務局にコンタクトして下さい。なお販売部

数は限られております。

販売価格 :〈 本誌 0別冊〉各1冊1組・2500円 、〈本誌のみ〉 1冊 01800円、

〈別冊〉 1冊 0900円

Japanese Aipine News VoL 5 May 2004 目次
(100ページ、内カラー 20ページ)

P)resident h4essage

会長メッセージ 平山 善吉

●CLIMBING EXPEDI丁 10NS
クライミング 0エクスペディション

Lhotse Soutll Face l再 rinter‐ 1ヾear Ascent

ローツェ南壁冬季登攀 ほほ完登 日AC東海 ]

田辺 治
The First Ascent of Fungchi(7036m)

フンチ (7036m)初登項       大阪鋭峰山岳会
ⅣIt.Ruoni― ■he Highest Peak in the Kang五 Garpo Range

ルオニ峰・商日―布山群の最高峰 [神戸大学]

平井 一正

Annapurna I South Face

アンナブルナ南壁 2003[明治大学]   高橋 和弘
Surveys and Attempts on Kunyang Chhish 7852m

クンヤン・チッシュ 踏査と登攀     飛田 和夫
Attempt on Khangri Sharin Khurnbu Himal

クンブヒマール・カングリシャール試登 LACシエア]

朴元 鍾徳
First Ascent of Mt.Grosvenor 6376m in Daxue Shan

大雪山系 (四川省)グ ロスベナー 6376m 初登頂
ロジャー・ペイン

:First Ascent of]BIeur「se 6270nl in Central′ribet

中央チベ ッ ト・ベウツェ 6270m 初登頂

ジョン・タウン

G:ranite R」 ock Walls in Qonglai blountains,Sichuan

四川省チ ョンライ山系・花向岩岩壁登攀

アン ドレジ&グ ロミセック

Japanese Climbs in the Hilndaya 2003
ヒマラヤ2003 日本人の記録       山森 欣一

●EXPLORA丁10NS&ADVENTURES
探検とアドベンチャー

Source ofthe lrrawaddy and Gorge Country

イラワジ川源流と深い浸食の国       中村 保
Sulvey and Exploration of Klang五 GalT)o East

向日一布山群東部の探査と測量 [JAC福岡]

松本 征男
The Great Journey

グレー ト・ジャーニー          関野 吉晴
A IBicycle Odyssey across Winter Siberia

冬季シベリア横断自転車旅行-2004植村直己賞

安東 浩正

●SURVEYS,RESEARCHES&CONSERVA丁 10NS
調査・研究・環境

Vnlite Continent,Blue Sky and Rising Pinnacles

南極一白い大陸・青い空・饗える岩峰 [国立極地研究所]

白石・佐野
2003 EverestLhotse Environllnent]E)xpedition

2003 エヴェレス ト・ローツェ環境登山 [東京農大]

下嶋 聖
′
rragedy in the L〔 elli snow R4。 untains

梅里雪山の悲劇 [京都大学]       小林 尚礼
Sighted Creatures and Footprints

イエティの足跡を追う [イ エティ 0プロジェクト・

ジャパン2003]             高橋 好輝
What is tlle Yeti after allP

イエティとはなに            高倉 忠博

●

SupplerTlent to Vo1 5別冊

(22ページ+全体図)

Upper Dorpo in Nep」  Summer 1999&2003
ネパール・ドルポ辺境 1999&2003      大西 保

(探査・測量・地図作成 06000m峰 登頂・河口慧海の足跡

検証)

多数のカラー写真、踏査の地図および ドルポ地方の全体

図は極めて貴重な資料である。
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山 709-200406020(第二種郵便物認可)

&脳「edFche・ 34

高所登山と男性の子作り

奥村 昌央

ヒマラヤ遠征後に子供を得たいと希望するものに

とって、生まれてくる子供に影響があるかどうかは

大変気になるところである。今回、カラコルムの高

所登山に参加し男性の生殖機能に及ぼす影響につい

て検討する機会があり、興味深い知見が得られたの

で報告する。

対象は某県の山岳連盟マ ッシャーブルム峰

(7821m)登山隊に参加した健康な男性隊員3名 (20

～30歳代)であった。3名 とも行動中に酸素吸入を

しないで標高6700m(C2)以 上 を経験 し、標高

6100m(Cl)で の滞在は7～ 10日 、標高5100m(A

BC)での滞在は10～ 12日 であり、総登山活動日数

は40日 であった。3名 について、登山の出発前と登

山終了後1か月日、3か 月日、2年 目に精液検査、内

分泌検査などを行った。その結果、精子数と精子運

動率はいずれも1か月日に減少したが、3か月日には

ほぼ回復していた。

一方、精子の奇形率はいずれも1か 月日で増加し、

3か 月日ではほぼ前値に戻っていた。内分泌検査で

は血中男性ホルモンが1か月日、3か月日とも減少し

ており、それと平行するように勃起障害が生じてい

た。2年 目の検査ではいずれも登山前の状態と変化

なく、長期に及ぶ生殖機能障害はないと考えられた。

登山活動中にパルスオキシメーターで測定した動脈

血酸素飽和度は、標高6100mではいずれも50%台で

あり、さらに高度が上がるとそれ以下になっている

ものと推測された。体重は1か月日では出発前に比

べて 3。5～6.5 kg減少していた。

高所登山による生殖機能障害は、低酸素による精

巣組織の直接的な障害と、ストレスによる間脳下垂

体系を介した間接的な障害が考えられる。障害の程

度は高度や滞在日数にもよるが、一般的には時間の

経過とともに回復するものと思われる。

今回の研究では遺伝子異常の発現までは検討でき

なかったが、精液所見で検討する限り、男性の子作

りは登山から戻って少なくとも3か 月間は控えた方

が良いと思われる。ヒマラヤ遠征後に子供を得たい

と希望する場合には、できれば遠征前後で精液検査

を受けることをお勧めしたい。

(本稿は第19回 日本登山医学シンポジウムで発表

され、High Altitude Medicine&Blology 2003,4(3)

に掲載された論文の要旨です。奥村氏は本研究によ

って平成16年度日本登山医学会奨励賞を受賞されま

した。)

■医療委員会ではHPを 開設しました。本コラム欄

も『山』676号 に掲載された第 1回 目のものからご

欄になれます。HPア ドレスは以下のとおりです。

http:/湾 aCClimbingmed.hp.inbSeekeCOjp/index.html)

日本山岳会HPの トップページからも入れます。

山の本の古書店
在庫 目録年 2回 (5月 。11月 )発行

ご希望の方お申込ください。

ご蔵書を整理するときはぜひ弊店に !

晴山書房
東京都中野区上鷺宮4-6-3
TEL&FIAX 03(3990)4540

古書買入

海外登山「韓国の山と岩」隊員募集

事業委員会

●8月 26(木 )か ら29(日 )、 韓国の北漢山・仁

寿峰に行きませんか ? 岩登 り初心者の方も

歓迎 ! ソウル市内を一望できる国立公園北

漢山のハイキングも計画 しています。

●限定15名 、費用は 9万 4千円、詳細は本誌

7月 号に掲載 します。問合せは事務局まで。
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佐
伯
邦
夫

ｏ
著

『渾
身
の
山

我
が
剣
岳
北
方
稜
線
』

北
ア
ル
プ
ス
剣
岳
に
こ
だ
わ
り
続
け

る
著
者
の
５０
年
史
は
、
山
仲
間
た
ち

（魚
津
岳
友
会
）
と
築
き
上
げ
た
、
剣

岳
北
方
稜
線
の
個
性
的
な
山
々
と
谷
の

熱
い
記
録
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。

氏
の
登
山
人
生
の
大
部
分
が
稜
線
の

東
に
流
れ
落
ち
、
黒
部
川
と
な
る
谷
と

沢
、
北
方
稜
線
の
西
に
急
流
と
な
っ
て

富
山
湾
に
多
様
な
様
相
の
滝
や
沢
、
そ

し
て
僧
ヶ
岳
、
毛
勝
、
釜
谷
、
猫
又
、

赤
谷
山
、
剣
岳
な
ど
の
尾
根
に
想
い
が

注
が
れ
、
い
わ
ば

「宿
命
の
山
域
」
へ

の
熱
い
情
熱
と
自
然
賛
歌
が
読
み
取
れ

る
。

『渾
身
の
山
』
は
山
に
向
き
合
う
姿
勢

で
あ
り
、
そ
の
気
概
を
込
め
て
書
い
た

と
氏
は
言
う
。

本
書
に
収
め
ら
れ
た
、
雪
稜
編
、
沢

編
、
山
ス
キ
ー
編
な
ど
１５
編
は
氏
の
５０

年
史
の
う
ち
後
半
部
分
で
あ
る
が
、
こ

の
地
を
慈
し
み
、
こ
の
地
域
に
根
ざ
し

た
者
の
喜
び
が
、
全
編
に
滲
み
出
て
爽

や
か
だ
。

特
に
私
を
魅
了
す
る
の
は
、
春
の
毛

勝
三
山
縦
走
、
赤
谷
山
か
ら
剣
岳
へ
、

の
章
で
の
、
求
め
て
鋼
岳
を
目
指
し
、

苦
し
み
、
雪
と
格
闘
し
、
耐
え
て
耐
え

て
、
遠
く
高
く
辛
か
っ
た
項
に
立
ち
、

限
り
な
く
貴
い
も
の
が
、
深
く
深
く
氏

を
満
た
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

若
き
日
の
登
山
で
は
感
じ
な
か
っ
た

感
覚
と
現
実
の
山
の
世
界
で
の
新
鮮
な

喜
び
が
溢
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「釜
谷
、
田
部
重
治
か
ら
９０

年
」
で
は
、

１８
歳
以
来
４６
年
ぶ
り
の
再

登
で
、
そ
の
な
か
で
田
部
重
治
氏
の
初

登
の
記
録
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
、
同
じ

く
若
き
時
に
遡
行
し
た
旧
知
の
方
が
、

釜
谷
の
、
「昔
の
ま
ま
、
な
に
も
変
わ

ら
ぬ
、
こ
れ
が
私
へ
の
大
切
な
贈
物
」

だ

っ
た
と
述
べ
て
お
り
、
邦
夫
氏
は
こ

の
言
葉
の
意
味
の
深
さ
を
多
く
の
人
の

心
に
届
け
と
願
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
と

結
ん
で
い
る
。

山
ス
キ
ー
の
章
で
は
、
「鋼
沢
か
ら

片
貝
東
大
谷
へ
」
が
当
時
と
し
て
は
、

想
像
力
を
生
か
し
た
山
行
で
山
屋
の
気

持
ち
が
素
直
に
伝
わ
り
楽
し
く
読
め
る
。

巻
末
の
用
語
解
説
、
年
譜

「僧
ヶ
岳
、

毛
勝
三
山
と
の
五
十
年
」
は
登
山
者
に

と
っ
て
貴
重
で
あ
る
、　
一
読
を
お
勧
め

し
た
い
。
　

　

　

　

（佐
伯
　
尚
幸
）

２
０
０
３
年
７
月
　
白
山
書
房
刊

３
１
５
。だ
　
２
０
０
０
円

三
浦
雄

一
郎

・
著

『高
く
遠
い
夢
』

『７０
歳
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
』

感
動
的
な
登
項
シ
ー
ン
の
第
１
章
、

１０
年
間
の
準
備
期
間
の
第
２
章
、
登
項

ま
で
の
６４
日
間
を
日
記
形
式
で
克
明
に

描
写
し
た
第
３
、
４
章
、
そ
し
て
か
な

え
た
夢
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
、
ま
だ
ま

だ
夢
は
果
て
し
な
く
さ
ら
に
高
い
と
こ

ろ
に
あ
る
と
結
ば
れ
て
い
る
第
５
章
か

ら
な
る
７０
歳
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
項
記

（前
書
）
。
写
真
も
多
く
、
山
好
き
な
ら

ず
と
も

一
気
に
読
ん
で
し
ま
う
だ
ろ
う
。

高
所
登
山
の
成
否
は
高
度
に
順
化
し
、

か
つ
、
食
べ
ら
れ
て
眠
れ
る
こ
と
で
あ

る
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
本
の
ベ
ー
ス

キ
ャ
ン
プ
で
の
集
合
写
真
を
見
て
納
得

し
た
。
プ
ロ
の
シ
ェ
フ
が
隊
員
の
胃
袋

を
あ
ず
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
名

登
山
と
い
う
言
葉
は
当
た
ら
な
い
。
年

齢
に
ふ
さ
わ
し
い
登
り
方
が
あ
り
、
そ

の
ひ
と
つ
の
あ
ら
わ
れ
な
の
で
あ
る
。

シ
ェ
フ
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
で
写
真
に

収
ま
る
、
こ
の
気
持
の
ゆ
と
り
と
い
う

か
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
と
い
う
べ
き
か
、

こ
の
本
の
そ
こ
か
し
こ
に
感
じ
ら
れ
る
。

六
千
層
以
上
の
高
度
で
滞
在
す
る
こ

と
は
衰
弱
に
つ
な
が
る
と
い
う
認
識
を

三
浦
隊
が
覆
し
た
の
は
、
酸
素
ボ
ン
ベ

の
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
プ
ラ
ス
志

向
の
考
え
方
や
食
事
内
容
が
大
き
く
関

与
し
て
い
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
と
感

じ
た
。

今
回
の
快
挙
は
高
齢
の
登
山
愛
好
家

に
夢
を
与
え
た
と
も
言
え
る
が
、　
一
方
、

夢
の
達
成
に
は
こ
れ
ほ
ど
大
変
な
努
力

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
さ
ら

に
す
べ
て
に
お
い
て
最
高
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
タ
ー
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ

と
を
著
者
は
強
調
し
た
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

後
書
は
雑
誌
で
あ
る
。

図 書 紹 介

幸せを呼ぶ鳥 版画・奥野渓石

今
年
も

，
ビ
書
＝Ｌ

で
会

い
ま
し
ょ
う
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今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
お
よ
び
そ
の

メ
ン
バ
ー
、
す
な
わ
ち
三
浦
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
そ
の
周
辺
の
人
々
の
紹
介
を
軸
に

編
集
さ
れ
た
も
の
で
、
ど
の
テ
ー
マ
も

豊
富
な
写
真
と
と
も
に
２
、
３
。イ
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。

（堀
丼
　
日日
子
）

２
０
０
３
年
７
月
　
双
葉
社
発
行

２
４
５
ギ
　
ー
５
０
０
円

２
０
０
３
年
　
双
葉
社
発
行
　
１
０

６
ギ
　
ー
５
２
４
円

南
川
金

一
・
著

『山
頂
渉
猟
』

―

，２
０
０
０
肝
以
上
の
６
４
２
山

そ
の
総
て
に
登
っ
た
男
の
記
録
―

著
者
が
２
千
口
月
以
上
の
山
す
べ
て
に

登
ら
れ
た
こ
と
は
会
報
６
７
６
号
で
存

じ
上
げ
て
は
い
た
。
こ
の
た
び
そ
れ
を

ま
と
め
て
１
冊
と
な
っ
た
も
の
を
手
に

し
た
時
、
２
千
”
月
以
上
と
い
う
標
高
と
、

６
４
２
山
と
い
う
数
に
改
め
て
ず
し
り

と
し
た
重
み
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

登

っ
た
山
の
数
か
ら
だ
け
言
え
ば
故

今
西
錦
司
氏
の
１
５
５
２
山
を
は
じ
め
、

ほ
か
に
も
隠
れ
た
存
在
が
あ
る
に
違
い

な
い
。
し
か
し
、
５
万
図
、
２
万
５
千

図
に
山
名
注
記
の
あ
る
山
な
い
山
あ
わ

せ
て
２
千
層
以
上
の
６
４
２
山
、
し
か

も
数
例
を
除
い
て
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
単

独
で
な
し
遂
げ
た
と
な
る
と
お
そ
ら
く

前
人
未
到
の
領
域
で
あ
り
、
近
年
に
お

け
る
国
内
登
山
界
の
快
挙
と
評
し
て
も

差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

本
書
の
内
容
を
大
別
す
る
と
、
―

ま
え
が
き
に
代
え
て
―

め
副
題
を
持

つ

「日
本
の
山
の
再
発
見
」
と
題
し
た

論
説
。
６
４
２
山
中

「
１
６
２
山
の
登

山
記
録
」
。
そ
し
て

「２
千
口月
以
上
の

山
６
４
２
山
の
リ
ス
ト
」
の
３
部
か
ら

な
っ
て
い
る
。

「日
本
の
山
の
再
発
見
」
で
は
２
千
口
川

以
上
の
山
を
目
指
し
た
動
機
と
そ
の
経

過
。
６
４
２
山
の
選
び
方
。
開
発
し
尽

く
さ
れ
た
か
に
見
え
る
日
本
の
山
に
も
、

探
検
登
山
時
代
と
変
わ
ら
な
い
山
が
少

な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
。
こ
う
し
た
山
を

目
指
す
に
あ
た
っ
て
の
考
え
方
と
採

っ

た
方
法
。
さ
ら
に
は
高
さ
に
拘
わ
ら
ず
、

再
発
見
に
値
す
る
山
は
ほ
か
に
い
く
ら

で
も
あ
る
こ
と
な
ど
を
論
じ
て
い
る
。

１
６
２
山
の
登
山
記
録
は
前
記
の
よ

う
な
山
を
中
心
に
か
か
れ
て
い
る
の
だ

が
、
そ
れ
ら
の
所
在
地
域
を
９
つ
に
章

立
て
し
て
い
る
。
北
ア
ル
プ
ス
と
南
ア

ル
プ
ス
は
北
部
と
南
部
に
分
け
、
ほ
か

は
中
央
ア
ル
プ
ス

・
御
嶽
山
周
辺
、
日

光

・
尾
瀬
周
辺
、
上
信
越

・
北
信

・
妙

高
周
辺
、
八
ヶ
岳

ｏ
奥
秩
父
周
辺
、
白

山
周
辺
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
章
に
は
山
域
全
体
の
概

念
図
を
、
さ
ら
に
山
ご
と
に
登
山
ル
ー

ト
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
山
の
多

く
が
主
脈
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る

の
で
、
５
万
図
上
で
探
す
の
に
役
立

っ

て
い
る
。

記
述
は
単
な
る
登
山
記
録
に
止
ま
ら

ず
、
山
名
由
来
や
そ
の
山
の
初
期
登
山

記
録
と
の
照
合
も
な
さ
れ
て
い
て
、
充

実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

巻
末
の

［付
表
］
「２
千
属
以
上
の
山

６
４
２
山
の
リ
ス
ト
」
は
、
鈴
木
弘
道

著

『山
の
高
さ
』
に
も
と
づ
き
標
高
順

に
並
べ
ら
れ
、
５
万
図
名
、
所
在
県
、

登
頂
年
月
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ち
な

み
に
地
形
図
上
に
山
名
の
記
載
が
な
い

山
は
４５
山
あ
っ
た
。

何
は
と
も
あ
れ
、
日
本
の
山
の
登
山

の
原
点
を
探
索
し
よ
う
と
し
て
い
る

人
々
に
と
っ
て
は
こ
よ
な
き
座
右
の

一

書
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（山
田
　
折
口郎
）

２
０
０
３
年
１１
月
　
白
山
書
房
発
行

２
９
８
ギ
　
２
０
０
０
円
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４
月
理
事
会

日
時
　
４
月
１４
日
１８
時
３０
分
～
２０
時
２０

分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
平
山
会
長
、
芳
賀
、
平
林
、

橋
本
各
副
会
長
、
藤
本
、
今
村
、
朴
元
、

贄
田
、
田
村
、
黒
川
、
鈴
木
、
野
口
、

石
田
、
篠
崎
各
理
事
、
宮
崎
、
鰺
坂
、

小
倉

（重
）
、
西
村
、
重
廣
各
常
任
評

議
員

［委
任
］
小
川
、
大
蔵
、
鳥
居
各
理
事
、

内
田
、　
一
カ
各
監
事

【審
議
事
項
】

１
　
平
成
１５
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

藤
本

別
紙
の
よ
う
に
事
業
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
ち
が
い
等
訂
正
が
あ
れ
ば
修
正
す
る

の
で
申
し
出
て
ほ
し
い
。
　

（承
認
）

２
　
平
成
１５
年
度
収
支
決
算
報
告
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本

●
２
０
１
号
室
の
ル
ー
ム
の
購
入
が
特

記
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

●
減
価
償
却
費
に
見
あ
う
積
立
金
が
必

要
で
あ
る
。

●
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
に
よ
る
事
業
収
入

増
に
も
頑
張

っ
て
ほ
し
い
等
意
見
が
あ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

３
　
理
事
会
議
事
録
署
名
人
選
任
の
件

藤
本

黒
川
、
贄
田
理
事
に
お
願
い
し
た
い
。

（承
認
）

４
　
日
本
山
岳
会
所
蔵
絵
画
等
の
貸
出

規
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木

●
有
料
化
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

●
絵
画
を
条
件
の
良
い
所
で
保
管
し
て

も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る

等
意
見
も
あ
っ
た
。
　

　

　

（承
認
）

５
　
図
書
管
理
委
員
会
設
置
に
つ
い
て

藤
本

図
書
管
理
委
員
会
を
設
置
し
、
委
員

と
し
て
水
野
、
松
田
、
山
本
氏
を
選
任

す
る
。
担
当
理
事
は
会
長
が
直
接
見
る

こ
と
に
し
た
い
。

各
種
委
員
会
に
お
け
る
委
員
の
任
期

が
有
名
無
実
に
な
っ
て
い
る
等
の
意
見

が
あ
り
、
別
途
検
討
す
る
。

（承
認
）

【報
告
事
項
】

以
下
の
件
が
担
当
者
よ
り
報
告
さ
れ

承
認
さ
れ
た
。

１
　
３
月
２７
日
開
催
の
評
議
員
会
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

平
成
１５
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支

決
算
に
つ
い
て
了
承
、
名
誉
会
員
推
薦

の
基
準
に
つ
い
て
種
々
意
見
が
あ
っ
た
。

２
　
会
報

『山
』
４
月
号
の
内
容
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
村

メ
イ
ン
は
中
央
分
水
嶺
に
つ
い
て
取

上
げ
た
。

３
　
平
成
１６
年
度
通
常
総
会
に
つ
い
て

藤
本

５
月
１５
日
０
１４
時
よ
り
弘
済
会
館

（い
つ
も
の
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
と
異
な

る
）
に
て
実
施
す
る
。

４
　
創
立
１
０
０
周
年
事
業
募
金
に
つ

い
て

（免
税
申
請
を
含
む
）
　

　

芳
賀

会
員
募
金
は
３
月
末
で
６
６
０
万
円

（２
０
２
５
人
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
ご

協
力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
総
会
通

知
と
と
も
に
、
募
金
を
い
た
だ
い
た
方
、

い
た
だ
い
て
な
い
方
に
分
け
て
お
願
い

を
す
る
。

免
税
処
置
に
つ
い
て
は
申
請
書
作
成

中
で
あ
る
。

５
　
支
部
長
会
議
　
　
　
　
　
　
藤
本

５
月
１５
日
０
総
会
の
前
に
支
部
長
会

議
を
行
う
。

６
　
駐
日
ネ
パ
ー
ル
大
使
歓
迎
会
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本

会
長
か
副
会
長
が
出
席
す
る
。

７
　
本
会
所
有
の
地
図
貸
与
の
件

藤
本

電
子
化
後
当
会
に
１
組
寄
贈
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

８
　
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
募
集
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芳
賀

９
　
ポ
カ
ラ
国
際
山
岳
博
物
館
建
設
募

金
会
計
決
算
に
つ
い
て
　
　
　
　
藤
本

日
本
山
岳
協
会
、
ポ
カ
ラ
国
際
山
岳

博
物
館
よ
り
報
告
が
あ
っ
た

（別
紙
）
。

１０
　
委
員
会
報
告

自
然
保
護
委
員
会

●
４
月
１１
日
０
高
尾
の
森
、
第
４
回
植

樹
祭
が
行
わ
れ
た
。
４
０
０
人
参
加
。

●
早
池
峰
山
、
小
田
越
県
道
を
迂
回
路

に
す
る
陳
情
が
採
択
さ
れ
た
。

資
料

・
映
像
委
員
会

４
月
３
日
０
渡
辺
兵
力
氏
講
演
会
。

１
７
０
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

医
療
委
員
会

５
月
２９
、

３０
日
、
日
本
医
療
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
る
。

(21)
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◆

「上
高
地
の
タ
ベ
」
ミ
ニ
ト
ー
ク

山
の
自
然
学
研
究
会

・

自
然
保
護
委
員
会
共
催

や
ま
学
研
が
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
発
祥
ゆ
か
り

の
地
、
上
高
地
で
自
然
解
説
員
活
動
を

ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
１１
年
、
温
泉
ホ
テ

ル
で
ミ
ニ
ト
ー
ク
を
始
め
て
か
ら
９
年

目
を
迎
え
ま
す
。
今
年
も
１６
日
間
、
展

開
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
お
出
で
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
７
月
３１
日
０
～
８
月
１５
日
０
１９

時
半
～

場
所
　
●
上
高
地
温
泉
ホ
テ
ル

（ロ
ビ

ー
）

●
ア
ル
ペ
ツ
ホ
テ
ル

（２

階
会
議
室
）
●
西
糸
屋
山
荘
（談

話
室

・
要
予
約
）

テ
ー
マ
　
●
上
高
地
誕
生
の
歴
史

●
上

高
地
の
動
植
物

●
氷
河
地
形
な

ど

な
ど

話
し
手
　
や
ま
学
研
会
員
約
２０
名

問
合
　
古
田
寛
昭

・
上
高
地
活
動
ス
テ

―
シ
ョ
ン

（ＴＥＬ
０
２
６
３
１
９

５
‐
２
５
２
５
　
Ⅲ
０
２
６
３
‐

９
５
１
２
５
０
０
）

◆
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｉ
Ｎ
大
山

ｏ
立
山

自
然
保
護
委
員
会
共
催

ｏ
緑
爽
会
後
援

恒
例
の

「自
然
と
人
間
の
暮
ら
し
を

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
左
記
の
通
り

実
施
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時
　
８
月
２０
日
⑥
～
２２
日
０

場
所
　
富
山
県
大
山
町
お
よ
び
立
山
町

費
用
　
２
万
５
千
円

（チ
ャ
ー
タ
ー
バ

ス
代
等
は
、
別
途
）

テ
ー
マ

「槍
ヶ
岳
開
山

・
播
隆
上
人
」

日
程
　
第
１
日
　
大
山
町
河
内

・
播
隆

生
家
跡
で
開
会
式
。
夜
、
宿
舎

に
て
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
ー
Ｎ
大
山
」

第
１
部
①
越
中
お
は
ら
節
　
地

元
有
志
、
②

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「播
隆
上
人
を
語
る
」

穂
苅
貞

雄

（槍
ヶ
岳
山
荘

・
播
隆
研
究

者
）
／
黒
野
こ
う
き

（播
隆
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）
／
前
田
英

雄

（郷
土
史
家
）
／
近
藤
信
行

（評
論
家
）

第
２
日
　
Ａ

・
①
立
山
（雄
山
）

登
山
、
②
室
堂
散
策
、
Ｂ

・
有

峰
湖
周
遊
、
Ｃ

ｏ
薬
師
岳
登
山

（健
脚
向
）

第
２
部
　
於

・
農
山
村
交
流
セ

ン
タ
ー
　
演
劇

・
音
楽
劇
で
地

元
と
交
流
、
夜
は
「立
山
曼
荼

羅
の
絵
解
き
」
佐
伯
史
麿
／
尺

八
　
声
垣

一
哉

第
３
日
　
称
名
滝

・
ま
ん
だ
ら

苑
等
を
見
学
の
後
、
解
散

申
込
　
７
月
２０
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
近
藤
緑
宛
。

（〒
１
６

７
１
０
０
４
２
　
杉
並
区
西
荻

北

２

１

１

０

１

２

２

１

５

０

２

ＴＥＬ
・凹
０
３
‐
３
３
９
５
‐
０
３

２
６
）

＊
折
り
返
し
詳
細
を
送
り
ま
す
。

◆

「北
海
道
の
分
水
嶺
踏
査
山
行
」
参

加
者
募
集
　
　
　
分
水
嶺
踏
査
委
員
会

１
０
０
周
年
記
念
行
事
の
ひ
と
つ
・

中
央
分
水
嶺
踏
査
へ
の

一
般
会
員
参
加

の
第
１
弾
。
北
海
道
支
部
主
催
で
す
。

日
程
　
８
月
２９
日
０

集
合
　
６
時
美
瑛
町
望
岳
台

行
程
　
望
岳
台
―
十
勝
岳
―
美
瑛
岳
―

雲
ノ
平
―
‐望
台

定
員
　
３０
名

（先
着
順
）

問
合

・
申
込
　
８
月
１０
日
ま
で
に
長
谷

川
雄
助
宛

（聞
０
１
１
１
７
３

８
１
８
２
１
２

メ
ー
ル

匡
ｏ
①ｏ
①

ｌ
∽””
Ｆ
ユ
０
◎
Ч
”Ｆ
ｏ
９
ｏ
ｏ
」０
　
札
¨

幌
市
北
区
北
７
条
西
６
丁
ロ
キ

タ
ノ
ビ
ル
帥
北
斗
警
備
内
）

◆
発
足
４０
周
年
記
念
上
高
地
全
国
集
会

自
然
保
護
委
員
会

９
月
１０
日
０
～
１２
日
ｍ

上
高
地
西
糸
屋

ｏ
山
岳
研
究
所

●
全
コ
ー
ス

・
約
２
万
５
千
円

（２
泊
３
日
６
食
）

●
記
念
集

会

か
ら
参
加

ｏ
ｌ
万
３
千
円

（１
泊
２
日
３
食
）

第
１
日
　
１６
時
現
地
受
付
。
会

食
後
、
映
画
会

「昭
和
初
期
の

上
高
地
」
ほ
か

（解
説

・
羽
田

栄
治
）

第
２
日
　
午
前
中
支
部
報
告
会

１３
時

ｏ
一
般
受
付
、

１４
～
１８

時

ｏ
４０
周
年
記
念
集
会
①
基
調

講
演

（未
定
）②
自
然
保
護
委

員
会
の
４０
年
③
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

日
程

場
所

費
用

日
程
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個人手配旅行から人気の トレックツアーや
エクスペディションのアレンジまで。充実

度が違う「旅」のプランニングをこころがけ
ています。山旅などあらゆるジャンルを取
り扱っています。お気軽にご連絡 ください。
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カ
ッ
シ
ョ
ン

「日
本
山
岳
会
自

然
保
護
活
動
の
こ
れ
か
ら
」
（パ

ネ
ラ
ー
交
渉
中
）
終
了
後
、
懇

親
会

第
３
日
　
協
賛
事
業
自
由
参
加

＊
次
号
で
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
第
２１
回
全
国
支
部
懇
談
会

熊
本
支
部

阿
蘇
の
魅
力
は
、
広
大
な
草
原
景
観
、

カ
ル
デ
ラ
を
取
り
巻
く
外
輪
山
、
そ
れ

に
カ
ル
デ
ラ
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
並
ぶ
中

央
火
口
丘
の
山
々
で
す
。
ぜ
ひ
阿
蘇
の

魅
力
を
楽
し
み
に
来
熊
く
だ
さ
い
。

期
日
　
１０
月
２
０
、
３
日
０

日
程
　
２
日

ｏ
ｌ３
時
熊
本
交
通
セ
ン
タ

ー
ホ
テ
ル
受
付
、

１５
時
懇
談
会
、

１８
時
懇
親
会

３
日

ｏ
①
阿
蘇
高
岳

（１
５
９

２
屑
）
登
山

（３
コ
ー
ス
を
設

定
）
②
観
光
コ
ー
ス

（当
日
千

円
徴
収
）

参
加
費
　
１
万
８
千
円

申
込
　
８
月
１０
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
に
〒
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
会
員
番

号
、
支
部
名
、
参
加
コ
ー
ス
を

明
記
し
田
上
敏
行
宛

（〒
８
６

０
１
０
０
５
１
　
熊
本
市
二
本

木
３
１
３
１
８
　
ＴＥＬ
・躍
０
９
６
‐

３
２
４
‐
１
２
０
０
）

＊
申
込
者
に
は
詳
細
案
内
を
送
付
。

◆

「山
想
倶
楽
部
」
の
発
足旧

０２
同
期
会

２
０
０
４
年
４
月
１７
日
を
も

っ
て
会

員
８７
名
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
。
国
内
、
海
外
の
山
行
、
温
泉
探

究
に
み
な
さ
ん
も

一
緒
に
行
き
ま
し
ょ

う
。

７
月
　
加
賀

・
白
山

８
月
　
槍
、
穂
高
岳

９
月

「中
央
分
水
嶺
登
山
」
参
加

浅
間
、
黒
斑
山
、
地
蔵
峠

１０
月
　
十
石
山
、
自
骨
温
泉

１１
月
　
雨
飾
山
、
小
谷
温
泉

問
合
　
中
川
秀
利
宛

（ＴＥＬ
０
３
１
３
９

９
０
‐３
２
２
２
　
凹
０
３
‐３

９
９
０
１
３
２
７
４
　
メ
ー
ル

●
ユ
Ｓ
”
”ヨ
”
◎
Ｑ
』
の・●
①
」０
）

会
員
異
動

物
故

三
宅
健
治
郎
（９
１
３
２
）
０３

斉
藤
　
董

（９
６
６
２
）
０４

結
城
政
也
（１
３
３
１
８
）
０４

榊
原
寧
子
（１
１
５
２
８
）
０４

寒
河
江
誠

（７
３
９
３
）
０４

渡
辺
富
士
子
（９
７
４
５
）
０４

神
谷
博
行

（７
１
２
９
）
０４

退
会

境
野
俊
男

　

（４
４
９
０
）

橋
本
　
廣

　

（５
７
９
５
）

関
西

富
山

4  4 4

16 6  5

43312

3 31 28 24

長
田
喜
久
子

太
田
新
生

下
田
　
宏

鷲
頭
　
隆

嶋
津
芳
子

櫛
間
敬
子

小
峰
　
博

山
本
利
幸

終
身
会
員

長
谷
川
英
夫

（
７

１

４

４
）

（
８

９

４

８
）

（
１

０

３

７

２
）

（
１

０

４

０

９
）

（１
３
１
０
６
）
東
九
州

（１
３
２
９
１
）
宮
崎

（
１

３

３

３

２
）

（１
３
６
１
０
）
福
井

（
９

０

２

７
）

■
■
国

４

月

１

日

２

日

５

日

６

日

７

日

８

日

９

日

１２

日

１４

日
15
日

13
日

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

事
業
委
員
会
　
Ｊ
Ａ
Ｃ
０１
会

総
務
委
員
会

青
年
部

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

０２
同
期
会

学
生
部
　
山
の
自
然
学
研
究
会

図
書
委
員
会

長
期
目
標
検
討
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

常
務
理
事
会
　
二
火
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

理
事
会
　
つ
く
も
会

九
五
会

科
学
委
員
会
　
海
外
委
員
会

17 16
日 日

１９

日

Ａ
Ｕ

■
コ

９
“
ｒ
Ｅ

７
１
■
コ

９
“
Ｅ
Ｌ

ｏ
ё

■
コ

９
“
に
ト

26 23 22 21
日

事
業
委
員
会

１
０
０
周
年
記
念
事
業
委
員
会

評
議
員
会
　
Ｓ
Ｕ
Ｎ
燦
会

同
好
会
分
水
嶺
担
当
者
会
議

０２
同
期
会

資
料
委
員
会

高
尾
の
森
実
行
委
員
会

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

山
研
運
営
委
員
会
　
自
然
保

護
委
員
会
　
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

小
委
員
会
　
００
会

総
務
委
員
会
　
三
水
会

ゆ
き
わ
り
会

青
年
部
　
山
遊
会

総
務
委
員
会

山
岳
編
集
委
員
会
　
０２
同
期
会

自
然
保
護
委
員
会
　
二
火
会

九
五
会

図
書
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

４
月
来
室
者
６５３
名
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